
主な内容
議会報告会を
開催します

日時／２月１２日（金）午後７時から 
場所／平野町集会所 

日時／２月１５日（月）午後７時から 
場所／夜久野ふれあいプラザ研修室Ⅰ・Ⅱ 

2議会だより 
ふくちやまし

議会だより 議会だより 
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１２月定例会の概要 2

予算審査分科会・委員会の審査報告 3～4

市民の皆さまからの請願審査 5

市民の皆さまからの請願審査・議案、決議に対する討論 6

議員別議案賛否一覧表 7

一般質問（17人が登壇） 8～16

委員会の活動報告 17～18

議会報告会・行政視察研修報告会・
　　　　　議会日誌・3月定例会予定 19

元気やで福知山！「福知山平安レディース」 20

福知山市連合婦人会との意見交換

福知山商工会議所青年部との意見交換

福知山市連合婦人会との意見交換

福知山商工会議所青年部との意見交換
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１２ 

月 

定 

例 

会  
１２ 

月 

定 

例 

会  
「森の京都」関連事業を含む一般会計 
補正予算1億5568万円可決！！ 
福知山市総合計画「未来創造 福知山」 
審査特別委員会を設置 
近年では最多となる１０件の請願を審査 

　
　

月
１
日
か
ら　

月　

日
ま
で
の　

１２

１２

２４

２４

日
間
に
わ
た
っ
て　

月
定
例
会
を
開
催

１２

し
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
福
知
山
市
の
将
来

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
定
め
た

「
未
来
創
造　

福
知
山
」
の
策
定
、「
森

の
京
都
」
関
連
事
業
を
含
む
平
成　

年
２７

度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
公
の
施
設
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
、
各
条
例
改

正
、
公
平
委
員
等
人
事
案
件
な
ど　

議
２４

案
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
「
未
来
創
造　

福
知

山
」
の
策
定
を
除
く　

議
案
は
、　

月

２３

１２

　

日
に
全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
及
び

２４同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
「
未
来
創
造　

福
知
山
」
の

策
定
に
つ
い
て
は
、
継
続
審
査
と
し
、

本
定
例
会
で
設
置
さ
れ
た
、
福
知
山
市

総
合
計
画
「
未
来
創
造　

福
知
山
」
審

査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
閉
会
中
も
な

お
審
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
北
陸
新
幹
線
の
京
都
府
北

部
都
市
圏
を
経
由
す
る
若
狭
（
小
浜
）

ル
ー
ト
の
早
期
実
現
を
求
め
る
決
議
」

が
議
員
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
請
願　

件
が
提
出
さ
れ
、

１０

い
ず
れ
も
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し
ま

し
た
。

１２月定例会で決まった主な案件 （万円未満切捨）
平成２７年度一般会計補正予算（第４号） １億５５６８万円
○森の京都関連事業 １１６０万円
○地域資源の活用と創業支援による交流人口倍増戦略事業 ６００万円
○防災情報緊急告知ラジオ導入事業 １０１７万円
○選挙システム改修事業 １２０万円
○補助金等償還事業 ５４６９万円
○生活保護扶助事業 ９６８８万円
○福祉医療給付事業 ２３９９万円
○人件費 △４８９４万円
平成２７年度特別会計補正予算
○国民健康保険事業特別会計（第２号） △４８７万円
○簡易水道事業特別会計（第１号） ４７１０万円
○農業集落排水施設事業特別会計（第１号） △２５０万円
○介護保険事業特別会計（第２号） △９７６万円
○後期高齢者医療事業特別会計（第１号） △１５５万円
○地域情報通信ネットワーク事業特別会計（第１号） １８億７１１５万円
○下水道事業会計（第１号） １３８８万円
○病院事業会計（第１号） ２億８４２５万円

条例の一部改正（３条例）
○行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個
人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例など。

その他
○工事請負契約の締結、公の施設に係る指定管理者の指定、損害賠償の額など。
人　事
○公平委員（１名）、固定資産評価審査委員会委員（２名）
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防
災
情
報
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
導

入
事
業

問　
今
回
の
追
加
配
備
は
一
般

財
源
を
活
用
す
る
が
、
今
後
の

配
備
計
画
は
。

答　
有
利
な
財
源
を
模
索
し
な

が
ら
、
今
後
も
追
加
配
備
に
努

め
て
い
き
た
い
。

問　
購
入
価
格
、
入
札
方
法
は
。

答　
注
文
生
産
の
た
め
台
数
に

よ
っ
て
価
格
は
異
な
る
。
入
札

は
指
名
競
争
入
札
で
行
う
。

選
挙
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

問　
事
業
の
内
容
は
。

答　
公
職
選
挙
法
な
ど
の
改
正

に
よ
る
選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ

に
対
応
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
変
更
や
画
面
・

帳
票
の
変
更
を
す
る
も
の
で
あ

り
、
今
年
度
中
の
事
業
実
施
な

ら
国
庫
補
助
が
あ
る
。

ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
事
業
の
民
営

化
に
伴
う
地
方
債
借
換
事
業

問　
借
換
債
を
発
行
し
、
３
年

間
で
返
済
す
る
こ
と
に
よ
る
金

利
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
返
済
期
間
を
短
縮
す
る
こ

と
に
よ
り
削
減
で
き
る
金
利
は

約
３
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱

う
事
務
が
相
当
数
あ
り
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
上
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
人

為
的
な
問
題
に
対
し
て
も
危
惧

す
る
が
。

答　
税
や
福
祉
な
ど
の
シ
ス
テ

ム
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

か
ら
切
り
離
し
て
い
る
。
業
務

ご
と
に
使
用
で
き
る
パ
ス
ワ
ー

ド
を
設
定
し
て
い
る
。
人
為
的

な
問
題
に
関
し
て
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
関
す
る
研
修
や
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。（
賛
成
多
数
で
可
決
）

市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

問　
市
税
の
徴
収
猶
予
な
ど
に

関
す
る
事
項
が
含
ま
れ
る
が
、

納
税
者
に
対
す
る
周
知
の
時
期

・
方
法
は
。

答　
３
月
の
「
広
報
ふ
く
ち
や

ま
」
で
周
知
す
る
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

京
都
地
方
税
機
構
の
規
約
変
更

問　
軽
自
動
車
税
課
税
事
務
の

共
同
化
に
よ
り
省
力
化
さ
れ
る

事
務
量
と
、
新
た
に
発
生
す
る

市
の
負
担
金
は
ど
の
程
度
か
。

答　
省
力
化
で
き
る
事
務
量
は

０
・
３
人
分
程
度
を
見
込
ん
で

い
る
。
共
同
化
に
よ
り
税
機
構

で
約
２
０
０
０
万
円
程
度
の
経

費
が
必
要
と
聞
い
て
い
る
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

「
森
の
京
都
福
知
山
」
事
業

問　
ど
の
よ
う
な
事
業
を
計
画

し
て
い
る
の
か
。

答　
元
伊
勢
内
宮
参
道
マ
ル
シ

ェ
事
業
、
大
江
山
鬼
っ
子
マ
ラ

ソ
ン
事
業
、
丹
波
漆
事
業
、
夜

久
野
高
原
玄
武
岩
コ
ン
サ
ー
ト

事
業
、
大
江
山
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ

ジ
整
備
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

問　
事
業
が
平
成　

年
３
月
に

２８

集
中
し
て
い
る
が
、
分
散
し
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
。

答　
「
森
の
京
都
」
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
イ
ヤ
ー
で
あ
る　

年
度
を

２８

控
え
た
プ
ロ
ロ
ー
グ
事
業
と
し

て
、
３
月
の
短
期
間
に
集
中
し

て
実
施
す
る
。

問　
三
和
町
で
の
「
森
の
京
都

福
知
山
」
事
業
は
な
ぜ
な
い
の

か
。

答　
国
定
公
園
で
あ
る
大
江
山

と
京
都
府
唯
一
の
火
山
で
あ
る

宝
山
を
重
点
エ
リ
ア
と
位
置
づ

け
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
観
光

資
源
・
文
化
遺
産
な
ど
の
保
全

や
Ｐ
Ｒ
ま
た
施
設
整
備
な
ど
の

事
業
に
対
し
て
府
が
半
額
を
補

助
し
、
府
・
市
協
調
で
推
進
す

る
も
の
で
あ
る
。

福
祉
医
療
給
付
事
業（
老
）

問　
事
業
内
容
と
医
療
費
が
増

額
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　
福
祉
医
療
給
付
事
業（
老
）

は
、　

歳
以
上　

歳
未
満
の
低

６５

７０

所
得
者
が
安
心
し
て
医
療
機
関

に
受
診
し
健
康
管
理
が
で
き
る

よ
う
京
都
府
の
補
助
を
受
け
て

医
療
費
の
助
成
を
行
う
も
の
で

あ
る
。
が
ん
や
糖
尿
病
治
療
な

ど
の
高
額
な
医
療
費
を
要
す
る

場
合
や
医
療
機
関
を
受
診
す
る

機
会
が
多
い
こ
と
か
ら
、
給
付

件
数
の
増
加
に
加
え
、
１
件
当

た
り
の
給
付
額
が
予
想
以
上
に

増
加
し
た
こ
と
が
大
き
い
要
因

で
あ
る
。　

福
知
山
市
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン

や
く
の
指
定
管
理
者
選
定

問　
指
定
管
理
者
の
選
定
方
法

は
。

答　
民
間
活
力
を
取
り
入
れ
、

効
率
的
・
効
果
的
な
管
理
運
営

を
行
う
た
め
、
指
定
管
理
者
選

定
委
員
会
を
設
置
し
た
。
計
画

書
に
基
づ
き
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
、
審
査
を
行
っ
た
。

　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
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会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
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１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

「
森
の
京
都
」
関
連
事
業
や
、

　

福
祉
医
療
給
付
事
業（
老
）を
審
査

市民地域

防
災
情
報
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
の
追
加
配
備
、　

歳
選
挙
権

１８

の
導
入
に
伴
う
選
挙
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
な
ど
を
審
査

総務防災

予
算
審
査
委
員
会
分
科
会

予
算
審
査
委
員
会
分
科
会

　

委
員
会

委
員
会

課税事務が共同化課税事務が共同化
される軽自動車される軽自動車

予
算
審
査
委
員
会
分
科
会

予
算
審
査
委
員
会
分
科
会

　

委
員
会

委
員
会

農匠の郷やくの
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生
活
保
護
扶
助
事
業

　

生
活
扶
助
の
受
給
世
帯
と
医

療
扶
助
人
員
の
増
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　

９
６
８
８
万
円

問　

受
給
額
増
の
要
因
は
。

答　

高
齢
化
に
伴
う
増
だ
。
医

療
を
受
け
る
人
も
増
え
、
医
療

の
高
額
化
に
よ
り
増
額
と
な
っ

た
。

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事

業

６
１
３
万
円

問　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
総
数
は
何

人
か
。
一
人
当
た
り
の
報
酬
は
。

答　
　

人
だ
。
子
ど
も
の
状
況

５９

に
よ
り
働
き
方
が
さ
ま
ざ
ま
で

報
酬
も
変
わ
る
。

在
宅
高
齢
者
配
食

サ
ー
ビ
ス
業
務

　

高
齢
者
の
昼
、
夜
の
給
食
の

配
達
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に

事
業
者
選
定
を
行
う
。

問　

事
業
者
の
選
定
方
法
は
。

ま
た
、
事
業
状
況
は
。

答　

選
定
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
で
決
め
る
。
現
在
は
３
者
が

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。
配
達
経
費

は
１
件
当
た
り
１
９
９
円
か
ら

２
３
３
円
だ
。

市
民
病
院
事
業
会
計

　

入
院
、
外
来
患
者
増
に
伴
い
、

収
益
補
正
３
億
１
２
５
８
万
円

支
出
補
正
２
億
８
４
２
５
万
円

問　

３
５
４
床
の
全
病
床
が
稼

働
と
な
っ
た
。
看
護
師
確
保
に

努
力
さ
れ
た
の
で
は
。

答　

夜
間
の
看
護
手
当
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
や
院
内
保
育
所
の
夜

間
保
育
実
施
な
ど
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

く
り
の
み
園
移
転
改
築
工
事

　
　
　
　

２
億
５
５
７
４
万
円

問　

木
造
園
舎
と
し
た
背
景
は
。

答　

ぬ
く
も
り
が
あ
り
、
地
元

産
集
合
材
の
利
用
で
経
済
波
及

効
果
も
あ
る
た
め
だ
。

公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
の
指
定

○
市
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
三
和
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

　

タ
ー

○
小
田
教
育
集
会
所

○
金
山
教
育
集
会
所

問　

い
ず
れ
も
応
募
が
１
団
体

し
か
な
い
。
公
募
の
方
法
に
問

題
は
な
い
か
。

答　

公
募
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
公
告
で
周
知
し
て
い
る
。

損
害
賠
償
の
額

　

市
民
運
動
場
の
駐
車
場
内
の

立
て
看
板
が
倒
れ
自
動
車
を
損

傷　
　
　
　
　

万
８
５
２
０
円

３９

意
見　

最
近
、
事
故
が
多
い
。

市
と
し
て
注
意
喚
起
さ
れ
る
こ

と
を
願
う
。　

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

「
森
の
京
都
」
関
連
３
事
業
を
審
査

　

大
江
町
橋
谷
地
区
・
水
道
未
普
及
の
解
消
へ

産業建設

く
り
の
み
園
、い
よ
い
よ
改
築
工
事
は
じ
ま
る

完
成
予
定
は
平
成　

年
９
月

２８

教育厚生

「
森
の
京
都
」北
陵
総
合

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

問　

北
陵
総
合
セ
ン
タ
ー
の
今

後
の
活
用
は
。

答　

当
施
設
は
「
森
の
京
都　

福
知
山
」
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
集

合
場
所
に
も
な
っ
て
お
り
、
宿

泊
な
ど
の
幅
広
い
活
用
が
期
待

で
き
る
。

「
森
の
京
都
」
プ
ロ
ロ
ー
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
事
業

問　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
枚

数
は
。

答　

市
内
全
域
に
各
戸
配
布
す

る
予
定
で
あ
り
、
４
万
枚
を
作

成
す
る
。

地
域
資
源
の
活
用
と
創
業
支
援

に
よ
る
交
流
人
口
倍
増
戦
略
事

業問　

設
立
さ
れ
た
会
社
と
市
の

間
で
出
資
な
ど
の
利
害
関
係
は

な
い
の
か
。

答　

あ
く
ま
で
地
元
の
商
店
街

と
有
志
の
共
同
出
資
に
よ
る
会

社
設
立
で
、
市
は
出
資
し
な
い
。

大
呂
自
然
休
養
村
整
備
事
業

（
継
続
費
）

問　

施
設
の
開
業
時
期
と
指
定

管
理
の
募
集
状
況
は
。

答　

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬

の
開
業
を
予
定
し
て
い
る
。
指

定
管
理
者
は
現
在
募
集
事
務
を

進
め
て
お
り
、
間
も
な
く
募
集

を
開
始
し
た
い
。

水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業

問　

橋
谷
地
区
給
水
管
敷
設
工

事
の
工
事
費
が
増
額
に
な
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
国
庫

補
助
金
が
当
初
予
算
額
よ
り
減

額
と
な
っ
た
の
か
。

答　

要
望
額
に
対
し
て
、
国
か

ら
の
内
示
で
、
全
国
一
律
３
割

減
の
査
定
が
あ
っ
た
た
め
減
額

と
な
っ
た
。

問　

長
い
配
水
管
を
引
く
よ
り

も
、
給
水
車
に
よ
る
運
搬
の
方

が
経
済
的
と
の
考
え
も
あ
る
が
。

答　

簡
易
水
道
施
設
は
、
飲
料

水
だ
け
で
な
く
消
火
用
水
の
確

保
と
い
う
面
で
も
重
要
な
施
設

で
あ
る
。

市
道
広
小
路
本
町
線

下
水
道
公
共
ま
す
及
び

取
付
管
布
設
替
工
事

問　

補
正
で
は
な
く
当
初
か
ら

予
測
で
き
た
事
業
で
は
な
い
か
。

答　

当
初
は
歩
道
を
拡
幅
し
共

同
溝
を
設
置
す
る
計
画
が
あ
っ

た
が
、
地
元
調
整
の
中
で
、
現

在
の
歩
道
幅
の
中
に
共
同
溝
を

入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

支
障
と
な
る
下
水
道
と
の
調
整

が
必
要
と
な
り
、
今
回
補
正
で

対
応
す
る
。

　

委
員
会

委
員
会

予
算
審
査
委
員
会
分
科
会

予
算
審
査
委
員
会
分
科
会

予
算
審
査
委
員
会
分
科
会

予
算
審
査
委
員
会
分
科
会

救急医療の拠点、救命救急センター

水道管の布設が進む橋谷地区水道管の布設が進む橋谷地区
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らかまさ皆の民市 の 請 願 審 査

関西電力（株）が北部近隣自治体へ考えている核廃棄物中間
貯蔵施設建設反対の意思表明を求める請願
■請 願 者／福知山地方労働組合協議会　議長　奥井　正美　氏
■紹介議員／塩見　卯太郎　議員、 大槻　富美子　議員
■目　　的：関西電力（株）が高浜・大飯原発再稼を考えるにあ
たり、核廃棄物中間貯蔵施設設置が必要となり、京都北部自治体へ
の設置の動きがある。市民の安全・安心から核廃棄物中間貯蔵施
設建設反対の意思表明を求める。
■反対討論：吉見　茂久
　請願理由に関電は福井県外の接岸可能な自社土地内に中間貯
蔵施設建設を表明とあるが、これは一部報道機関の内容であり、事
業者側は一切、表明していない。また、関電社長が京都府知事との
会談で舞鶴市、宮津市に建設しない方針を伝えており、記述内容と
事実が異なる請願に対して議会の意思表示は妥当でない。
■賛成討論：大槻　富美子
　核廃棄物による死の灰を無毒化する力を人類は持たない。深さ
３００ｍ～１０００ｍ地下に廃棄物を埋めるというが世界１の地震国、
日本に安定した地下は存在しない。核廃棄物を１００万年にわたり隔
離することになるが、誰が責任を持つことができるのか。人類の将来
を考える時、中間貯蔵施設建設への反対表明は当然のことだ。
■議決結果：不採択
　　
平和憲法を生かし憲法９条改悪に反対する意見書提出を求める請願
■請 願 者／福知山９条の会代表　宮本平一氏、大江９条の
会代表　井上義治氏、三和９条の会代表　樋口功三氏、
夜久野９条の会代表　夜久弘明氏
■紹介議員／紀氏　百合子　議員、　金澤　徹　議員
■目　　的：戦後７０年間の長きにわたり我が国の平和を維持し、
今後も世界に平和憲法の理念を訴える平和国家日本でありつづけ
るために、内閣及び衆参両院に対し憲法９条改悪に対する意見書
の提出を求める。
■反対討論：藤田　守
　現在の世界情勢は、テロによるイスラム過激派の拡大、領有権争
いする中国等 よ々り複雑化・深刻化している。過去の歴史からも理想
と現実は違う。また、集団的自衛権の一部行使を可能にする平和安
全法制は、侵略戦争を放棄した憲法の下で許される「自衛の措置」
に限定され憲法違反ではない。
■賛成討論：金澤　徹
　安倍自公政権は民主主義、立憲主義を蹂躙し、昨年の集団的自
衛権を認める閣議決定に続き、安全保障関連法を強行したことは、
憲法９条破壊の暴挙だ。憲法の前文に照らし、未来の世代の人々
が引き続き平和に安全に暮らしていくために、平和主義・立憲主義を
擁護し、憲法９条を守っていくことは必要であり、請願に賛成する。
■議決結果：不採択

「福知山市の再生可能エネルギー普及・促進」に関する請願
■請 願 者／福知山再生可能エネルギー市民研究会
　　　　　　代表世話人　細谷　陽一　氏、桐村　正明　氏
■紹介議員／大槻　富美子　議員、 紀氏　百合子　議員
■目　　的：２０１５年３月に策定された「福知山市再生可能エネルギ
ー活用プラン」の具体化が、即効的、効果的に実施されることを求める。 
■反対討論：中嶋　守
　請願の理由にある「本庁舎内に再生可能エネルギーに関する総
合的な窓口」の設置については、現在も環境政策室内に専門の係
があり、プランでは「推進プロジェクトの中で行政施策などで本プラン
からシンプルに落とし込めるものは推進委員会とは関係なく実行に移
します」ともうたわれていることから請願に反対する。
■賛成討論：金澤　徹
　本市において、再生可能エネルギーの普及・促進は、今日の地球
温暖化防止や環境に負荷をかけないエネルギーを推進していくた
めに重要なことである。２年続きの水害被害に見舞われた本市から、
ＣＯＰ２１のパリ協定に応え、市民の中に再生可能エネルギーの普及
を早急に促進することは至極、当然のことであり、請願に賛成する。
■議決結果：不採択

動物の適正飼養の改善を求める請願
■請 願 者／萬代　長士　氏
■紹介議員／荒川　浩司　議員
■目　　的：動物の適正飼養の改善を行っていただくことを求める。
■反対討論：金澤　徹
　動物愛護管理法第３条の動物の愛護と適正な飼養に関して、広
報活動などを通じての普及啓発という趣旨であれば、賛成できるが、
今回、請願趣旨説明を聞いたところ、動物愛護管理法第３５条に係わ
ることであり、所掌事務が市町村でなく都道府県などの機関に属し、
国、府への意見書の提出も求められず、よって請願に賛成できない。
■賛成討論：荒川　浩司
　平成２５年９月の動物管理法改正に伴い、飼い主の居ない犬猫
に対しても殺傷処分が廃止となり、地域に野良犬や猫が急増してい
る。このままだと「狂犬病・糞尿・騒音・精神的」被害の増加が危惧さ
れる。本市として行政やペットショツプ、犬猫の関係団体を会し人と犬
猫が共存できる対策が必要だ。 
■議決結果：不採択

「福知山市ファームガーデンやくの」ベゴニア園　バラ園の継
続を求める請願
■請 願 者／市川　鏡美　氏
■紹介議員／荒川　浩司　議員
■目　　的：平成２８年度以降も人気のあるベゴニア園のバラ園
を継続し、夜久野を元気にしたい。
■反対討論：井上　修
　本施設は、指定管理者制度で公正に管理者を選定され、地方自
治法に則り議会の議決の上、指定されている。福知山市公の施設に
係る指定手続等に関する条例では、指定期間が満了したとき施設
又は設備を速やかに原状に回復しなければならないと定めている。
以上のことから請願に反対する。
■賛成討論：荒川　浩司
　昨年４月からのバラ園開設後、昨年対比で入園者は約２倍の７,２
６４人、売り上げも２２０％増の約２７０万円と増えている。バラ園継続
を求める署名も短期間で６４２人も集まり、夜久野の活性化に貢献。
現在と次の指定管理者との間で折り合えば、バラ園継続は可能と考
える。議会や行政が新しい感覚で一考が必要と考える。
■議決結果：不採択

国道９号線福知山市街～夜久野間の定期バスの増便を求める
請願
■請 願 者／足立　曙生　氏
■紹介議員／桐村　一彦　議員
■目　　的：国道９号線福知山市街～夜久野間の定期バスの増
便を求める。
■反対討論：柴田　実
　本市では、市域全体を見渡した今後の地域公共交通のあり方の
基本方針となる「地域公共交通網形成計画」が交通事業者や行
政・有識者などで構成する会議で計画の策定を進めている中で、市
内を走る３０路線のうち１路線だけの増便という具体的な請願を認め
るわけにはいかないことから、請願に反対する。
■賛成討論：桐村　一彦
　高齢により運転免許の返納。バス運行数が少ない。近くに停留所
がなく、停留所まで行くのが大変。介助なくして行動が難しい。明日は
我が身である。助けを借りなければ、買い物にも病院にも行きにくく、
悲痛なる叫びとなって、本請願がある。ひとつの地域からの要望では
なく、福知山市全体の問題として考えるべきである。
■議決結果：不採択

福知山市立小中学校のトイレの早急な改修を求める請願
■請 願 者／福知山の子どもと教育を考える会（福知山教育ネット）
　　　　　　夜久　弘明　氏、金澤　栄子　氏
■紹介議員／紀氏　百合子　議員、 金澤　徹　議員
■目　　的：小中学校のトイレの現状は、早急な改善が必要な状

じゅうりん
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態に立ち至っている。「教育のまち、福知山」にふさわしいトイレの実
現に向けて、「汚い、入りたくない」トイレの早急な改修を望む。
■反対討論：竹本　和也
　各学校のトイレの状況把握を行う中で、経年劣化や老朽化など状
況に応じて整備計画を作成し、５ヵ年の目標に改修の計画をされた
い旨の考えを示されているところである。さらに、児童や生徒用のトイ
レを優先に、洋式化を含めた改修を行いたいと示されている。今後
計画的に学校トイレの改修に取り組まれることと認識し、直ちに本請
願の願意には添いがたいところである。
■賛成討論：紀氏　百合子
　商業施設や家庭のトイレが洋式化する中、古い和式のままの学校
トイレは改修が切望されている。学校は地域の行事や災害の避難所
でもあり、高齢や障害のある人も使える設備が必要だ。トイレを改修し
た学校では、明るく清潔で快適なコミュニケーションの場になって教
育環境の改善になっている。よって賛成する。
■議決結果：不採択

教育予算の増額、保護者負担の軽減を求める請願
■請 願 者／福知山の子どもと教育を考える会（福知山教育ネット）
　　　　　　夜久　弘明　氏、金澤　栄子　氏
■紹介議員／吉見　純男　議員、 紀氏　百合子　議員
■目　　的：市長公約どおり「教育予算１０％」を確保し、教育費
の保護者負担の軽減を求める。
■反対討論：奥藤　晃
　教育費とは、子育てから就学支援など総合的に判断するものだと
考える。教育委員会も、それぞれの請願事項について鋭意努力をさ
れている状況下であり、現段階においては福知山市教育委員会が
積極的に行っている行政施策を十分に活用する中で教育を保証し
ていくべきであると考える。
■賛成討論：吉見　純男
　憲法第２６条は、義務教育はこれを無償とする。と規定している。こ
の精神から給食費を無料にしている自治体もある。総務省データによ
ると、本市決算における教育費の構成比は７％前後で全国的にも最
下位水準だ。市長公約では「一般会計の教育費１０％確保」とされ
ている。教育予算の増額は最も優先して取り組む課題だ。
■議決結果：不採択

すべての子どもたちにゆき届いた教育を保障するために、教
職員を大幅に増やし、「３５人以下学級」がただちに実現するこ
とを願う請願
■請 願 者／福知山の子どもと教育を考える会（福知山教育ネット）
　　　　　　夜久　弘明　氏、金澤　栄子　氏

■紹介議員／吉見　純男　議員、 金澤　徹　議員
■目　　的：子どもたちがゆとりをもって学べるように、また先生がゆ
とりを持って子どもたちに向き合えるように、教職員を大幅に増やし、
「３５人以下学級」が直ちに実現するよう国、府に働きかけを求める。
■反対討論：西田　信吾
　京都式少人数学級により小学校では全て35人数以下学級である。
中学校では４０人学級があるが、学級を増やして人数を減らす場合と教
員の加配措置を行う場合があり、現場の学校長の要望や現状に合わ
せた対応になっている。超過勤務縮減は推進すべきだが、地域性や要
望に合わせた対応ができていることから請願には反対である。
■賛成討論：塩見　卯太郎
　どの子も伸ばす教育を保障するため教職員を大幅に増やし、３５人以
下学級を直ちに実現することを求める。全国ＰＴＡ協議会、教職員組合、
校長会などの要望や、国民の世論に安倍首相も今年２月の国会答弁で
３５人学級に向けて鋭意努力すると答弁している。２００７筆の署名を添
えて提出された願いに応え、国、府に要望する請願に賛成である。
■議決結果：不採択

ＴＰＰ交渉に関する意見書の提出を求める請願
■請 願 者／福知山農民組合　足立　進　氏
樋口　泰夫　氏　　衣川　利章　氏　　大槻　重明　氏
■紹介議員／吉見　純男　議員、 塩見　卯太郎　議員
■目　　的：ＴＰＰ「大筋合意」の詳細と協定本文を速やかに開
示し、国会・国民の議論を保障し、国会決議に違反する「合意」は撤
回し、協定への調印・批准は行わないことについての意見書を政府
機関に提出することを求める。
■反対討論：髙橋　正樹
　ＴＰＰ協定は農業分野においては、生産者に不利益になる影響が
懸念されている。しかし、政府はＴＰＰ発行後においても万全の施策
実施を表明しており、新たな農業政策への転換に期待する声もある。
協定参加については、今後、国会での審議が予定されており、不利
益を被る産業分野の反対に同意することはできない。
■賛成討論：吉見　純男
　食料主権の確保は独立国として絶対条件だ。大筋合意が農産
物重要５品目の３割に及ぶ関税撤廃に加え、その他の農林水産物
の９８％で関税撤廃としていることは重大だ。日本の穀物自給率は
年々低下し、国連食糧農業機関加盟１２６国中１１３番目だ。さらな
る自給率の引き下げは日本を「存立危機事態」にするもので請願
に賛成。
■議決結果：不採択

議
案
に
対
す
る
討
論

 反対　マイナンバー関連・京都地方税機構規約変更
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塩　見　卯太郎
　全体で20議案のうち2議案に反対。議第65号は、マイナンバー
の手続きはどの手続きも各課で分散して登録するため、漏えい防
止策が不十分である法律の中止を意見具申すること。議第76号
は、自治体の重要な柱である課税自治権の縮小になる。軽自動車
課税事務の増大に伴う機構への新たな財政負担金の発生は非
効率のため、反対である。

 賛成　全議案に賛成
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 木　戸　正　隆
　全議案に賛成する。特に議案70号については、公平公正な
選定基準のもと指定管理者が選定されており、とりわけ「福
知山市ファームガーデンやくの」については、共同企業体によ
る一括的な運営がなされるため、より効率的で相互施設の連
携強化による魅力創出に努めるよう求めて賛成討論とする。

決
議
に
対
す
る
討
論

 反対　　　　　　　　　　　　　　　　 塩　見　卯太郎
　敦賀以西ルートの延伸で、京都北部を経由する若狭（小
浜）ルートには検討すべき課題がある。一つは並行在来線の
経営分離について沿線自治体の同意が確認された場合のみ
着工するため、在来線が第3セクター化や山陰線複線化の先
送りが予測される。また自治体財政負担が大きく、慎重審議と
十分な議論が必要であり決議に反対。

 賛成　　　　　　　　　　　　　　　　  高　宮　辰　郎
　北陸新幹線小浜ルート早期実現については、昭和48年当
時から、福知山市議会は近隣市議会と連携し、北陸新幹線の
ルートを、京都府北部地域を経由するよう京都府並びに京都
府議会に対し、強く要望してきたところである。国土の均衡あ
る発展に寄与するとともに、京都府の南北格差の是正と北部
地域の発展に寄与するものである。

北陸新幹線の京都府北部都市圏を経由する若狭（小浜）ルートの早期実現を求める決議

議案第５６号～議案第７６号（議案第６８号除く）



7

■全員賛成で可決となった議案

12 月定例市議会の議決結果について

平成２７年度一般会計補正予算（第４号）議第５６号

平成２７年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）議第５７号

平成２７年度簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）議第５８号

平成２７年度農業集落排水施設事業特別会計補正予算（第１号）議第５９号

平成２７年度介護保険事業特別会計補正予算（第２号）議第６０号

平成２７年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）議第６１号

平成２７年度地域情報通信ネットワーク事業特別会計補正予算（第２号）議第６２号

平成２７年度下水道事業会計補正予算（第１号）議第６３号

平成２７年度病院事業会計補正予算（第１号）議第６４号

被用者年金制度の一元化等を図るための厚生年金保険法等の一部を
改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定議第６６号

市税条例等の一部改正議第６７号

工事請負契約の締結議第６９号

公の施設に係る指定管理者の指定（ファームガーデンやくの）議第７０号

公の施設に係る指定管理者の指定（高齢者福祉センター）議第７１号

公の施設に係る指定管理者の指定（三和町高齢者生活
福祉センター）議第７２号

公の施設に係る指定管理者の指定（小田教育集会所）議第７３号

公の施設に係る指定管理者の指定（金山教育集会所）議第７４号

損害賠償の額議第７５号

公平委員の選任について(藤田清治さん ) 議第７７号

固定資産評価審査委員会委員の選任について(大槻廣子さん )議第７８号

固定資産評価審査委員会委員の選任について(芦田浩司さん )議第７９号

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　－：棄権
※田中法男議員（福知山未来の会）は、議長職のため表決に加わっていません。

■議員別議案賛否一覧表（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

蒼
士
会

福知山 
きずなの会

地域政
党ふく
ちやま
議員団

希望の会福知山 
未来の会

福知山
市議会
公明党

日本共産党
市会議員団議　

決　

結　

果

会派別議員名
（議決結果）

議　　　案

�
橋　

正
樹

野
田　

勝
康

井
上　
　

修

柴
田　
　

実

木
戸　

正
隆

奥
藤　
　

晃

塩
見　
　

聡

荒
川　

浩
司

高
宮　

辰
郎

西
田　

信
吾

田
渕　

裕
二

藤
田　
　

守

桐
村　

一
彦

中
嶋　
　

守

竹
本　

和
也

芦
田　

眞
弘

森
下　

賢
司

吉
見　

茂
久

大
谷　

洋
介

足
立　

伸
一

金
澤　
　

徹

紀
氏
百
合
子

大
槻
富
美
子

吉
見　

純
男

塩
見
卯
太
郎

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××
可　
　
　

決

行政手続における特定の個人を識
別するための番号の利用等に関す
る法律に基づく個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に関する条
例の一部改正

議第６５号

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××京都地方税機構規約変更議第７６号

○○××××○○××××××××××××○○○○○

不　
　
　

採　
　
　

択

関西電力（株）が北部近隣自治体へ
考えている核廃棄物中間貯蔵施設
建設反対の意志表明を求める請願

請 　願
第１１号

×××××××○××××××××××××○○○○○平和憲法を生かし憲法９条改悪に
反対する意見書提出を求める請願

請 　願
第１２号

○○××××○○××××××××××××○○○○○「福知山市の再生可能エネルギー
普及・促進」に関する請願

請 　願
第１３号

××××××○○×××××××××××××××××動物の適正飼養の改善を求める請願請　 願
第１４号

××××××○○×××××××××××××××××
「福知山市ファームガーデンやくの」
ベゴニア園　バラ園の継続を求め
る請願

請　 願
第１５号

××××××○○××××○×××××××○○○○○国道９号線福知山市街～夜久野間
の定期バスの増便を求める請願

請　 願
第１６号

○○××××○○××××××××××××○○○○○福知山市立小中学校のトイレの早
急な改修を求める請願

請 　願
第１７号

○×××××○○××××××××××××○○○○○教育予算の増額、保護者負担の軽
減を求める請願

請 　願
第１８号

○×××××○○××××××××××××○○○○○

すべての子どもたちにゆき届いた教
育を保障するために、教職員を大幅
に増やし、「３５人以下学級」がただち
に実現することを願う請願

請　 願
第１９号

××××××××××××××××××××○○○○○ＴＰＰ交渉に関する意見書の提出を
求める請願

請  　願
第２０号

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××
可　

決

北陸新幹線の京都府北部都市圏を
経由する若狭（小浜）ルートの早期
実現を求める決議

市 会 発
議第９号
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各
会
派
か
ら
１７
議
員
が
質
問
に
登
壇
！
 

１２
月
定
例
会
 

こ
こ
が
聞
き
た
い
！
 

各
会
派
か
ら
１７
議
員
が
質
問
に
登
壇
！
 

一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問
 ●質問議員● 

※
こ
の
一
般
質
問
の
掲
載
内
容
は
、
質
問
内
容
を
も
と
に
各
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。 ※所属会派は1月末現在 ※所属会派は1月末現在 

　

自
治
基
本
条
例
制
定

　

に
向
け
た
状
況
は

問　

自
治
基
本
条
例
制
定
の
背

景
、
目
的
は
何
か
。

答　

人
口
減
少
の
進
行
や
市
民

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・
高
度
化
す

る
中
、
市
民
、
地
域
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
と
行
政
が
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
自
立
し
た
自
治
体
を

構
築
す
る
た
め
の
基
本
ル
ー
ル

を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。（市

長
）

問　

条
例
制
定
後
の
「
市
民
参

加
」
の
考
え
方
は
。

答　

市
民
は
ま
ち
づ
く
り
の
主

体
で
あ
り
、
自
主
的
な
市
政
へ

の
参
画
の
保
障
と
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
地

域
協
議
会
制
度
に
つ
い
て
も
条

文
化
し
て
い
る
。

問　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

市
民
の
皆
さ
ま
が
、
「
ま

ち
づ
く
り
の
主
役
は
自
分
た
ち

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
自
治

基
本
条
例
が
不
可
欠
で
あ
る
。」

と
の
認
識
が
深
ま
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。（
市
長
公
室
長
）

　

財
源
確
保
対
策
を

　

問
う

問　

本
市
に
お
け
る
財
源
確
保

対
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

市
有
財
産
の
積
極
的
活
用

と
未
利
用
財
産
の
売
却
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
の
活
用
、
広
告

収
入
の
確
保
を
柱
と
し
て
い
る
。

問　

公
用
車
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
や
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
、
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名
権
）

な
ど
新
た
な
取
り
組
み
の
考
え

は
。

答　

導
入
自
治
体
の
状
況
や
課

題
、
地
域
性
な
ど
に
鑑
み
、
今

後
、
調
査
検
討
し
て
い
く
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ

い
て
、一
部
の
自
治
体
で
は「
過

度
な
返
礼
品
」
に
対
し
て
国
よ

り
指
導
も
あ
る
。
受
け
止
め
は
。

答　

本
市
で
は
事
業
を
メ
ニ
ュ

ー
化
し
て
お
り
、
適
切
に
行
っ

て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

問　

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

利
便
性
向
上
の
た
め
に
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や

返
礼
品
に
関
す
る
事
務
処
理
の

一
括
委
託
を
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
（
財
務
部
長
）

　

便
利
だ
が
危
険
も

　

伴
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら

　

子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う

問　

全
国
的
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し

た
い
じ
め
や
犯
罪
が
多
い
が
、

受
け
止
め
は
。

答　

大
変
便
利
で
あ
る
が
、
正

し
い
使
い
方
を
し
な
い
こ
と
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
多
い
。
特
別

な
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問　

い
じ
め
防
止
講
演
会
で
紹

介
さ
れ
た
啓
発
の
ぼ
り
の
実
践

を
本
市
で
も
導
入
で
き
な
い
か
。

答　

地
域
総
が
か
り
で
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
関
係
機
関
と

調
整
の
上
、
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。　
　

（
教
育
長
）

ふるさと納税パンフ
（総務省）

福知山未来の会

芦田　眞弘  議員
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市
民
が
主
体
の

　

ま
ち
づ
く
り

問　

市
民
協
働
の
推
進
に
よ
る

地
域
力
の
再
生
・
強
化
を
。

答　

平
成　

年
か
ら
実
施
し
て

２５

い
る
地
域
力
再
編
・
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
支
援
事
業
な
ど
の
地
域
提

案
交
付
金
事
業
で
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
て
、
住
民
自
ら
地
域
の

課
題
を
考
え
主
体
的
に
解
決
す

る
し
く
み
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。　

（
市
長
・
市
長
公
室
長
）

　

健
や
か
に
暮
ら
せ
る

　

ま
ち
づ
く
り

問　

地
域
医
療
体
制
の
充
実
は
。

答　

今
後
は
、
総
合
的
な
診
断

が
で
き
る
医
師
の
養
成
が
必
要

で
あ
る
。
市
民
病
院
は
、
大
江

分
院
と
連
携
し
養
成
を
先
進
的

に
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
保
健

・
医
療
・
福
祉
の
包
括
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問　

高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
。

答　

認
知
症
の
人
の
意
思
が
尊

重
さ
れ
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続

け
る
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
始
め
医
療
・
介
護
関
係
者
、

民
間
企
業
、
地
域
住
民
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
関
係
を
強
化
し
、

認
知
症
の
早
期
発
見
、
見
守
り

な
ど
き
め
細
か
な
体
制
づ
く
り

が
重
要
で
あ
る
。（
市
民
病
院

事
務
部
長
・
福
祉
保
健
部
長
）

　

生
活
基
盤
の
整
っ
た

　

ま
ち
づ
く
り

問　

利
用
し
や
す
い
バ
ス
交
通

の
確
保
は
。

答　

地
域
の
実
情
と
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
交
通
体
系
の
再

編
・
整
備
を
行
い
、
効
率
的
・

効
果
的
な
運
行
シ
ス
テ
ム
の
再

編
に
よ
り
利
便
性
の
確
保
と
利

用
促
進
を
図
り
持
続
可
能
な
地

域
公
共
交
通
を
確
保
す
る
。

（
市
民
人
権
環
境
部
長
）

　

に
ぎ
わ
い
の
あ
る

　

ま
ち
づ
く
り

問　

地
域
産
業
を
担
う
人
材
の

育
成
を
。

答　

企
業
と
教
育
機
関
、
行
政

の
連
携
を
図
り
、
福
知
山
企
業

交
流
会
や
ふ
る
さ
と
就
職
お
う

え
ん
事
業
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

事
業
や
企
業
見
学
会
、
ま
た
、

行
政
間
連
携
事
業
な
ど
に
よ
り

人
材
を
育
成
し
て
い
る
。

問　

耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け

た
農
業
の
振
興
は
。

答　

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
事

業
に
よ
り
、
そ
ば
や
栗
の
作
付

け
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
方
、

山
間
部
な
ど
は
、
ふ
る
さ
と
の

味
再
生
事
業
の
支
援
で
、
や
ま

ぶ
き
や
栗
を
栽
培
し
農
地
保
全

と
特
産
物
の
育
成
を
図
っ
て
い

る
。　
　
　

（
農
林
商
工
部
長
）

　

な
ぜ
金
額
の
高
い

　

方
が
優
先
権
者
か

問　

テ
レ
ビ
の
月
額
使
用
料
は

現
行
の
５
０
０
円
か
ら
１
５
０

０
円
。
初
期
費
用
は
２
年
後
か

ら
は　

万
円
必
要
。
過
疎
地
域

１０

で
は
高
齢
者
や
年
金
生
活
者
が

多
く
、
テ
レ
ビ
を
見
る
の
に　
１０

万
円
必
要
と
な
る
と
、
結
果
と

し
て
過
疎
地
の
切
り
捨
て
で
は
。

答　

可
能
な
限
り
配
慮
し
た
い
。

問　

市
の
試
算
で
は
平
成　

年
３２

度
に
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
利
用
者

は
０
。
な
ぜ
、
テ
レ
ビ
と
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
の
分
離
方
式
を
採

用
し
な
か
っ
た
の
か
。

答　

業
者
選
定
は
価
格
面
だ
け

で
な
く
利
用
者
や
市
に
と
っ
て
、

最
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
業
者
選

定
を
行
う
方
針
の
中
で
決
定
し

て
い
た
。
テ
レ
ビ
だ
け
で
は
入

札
が
無
い
可
能
性
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
長
）

問　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
目

的
は
、
事
業
費
が
高
く
て
も
総

合
的
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
業
者

を
選
ぶ
た
め
の
方
法
で
は
あ
る

が
、
結
果
は
利
用
者
の
使
用
料

・
市
の
負
担
・
平
成　

年
度
以

４１

降
の
未
確
定
な
支
出
に
お
い
て

も
優
先
業
者
の
方
が
高
い
。
ま

た
、
優
先
業
者
は
使
用
料
の
徴

収
な
ど
の
地
域
負
担
が
無
い
と

言
わ
れ
る
が
、
２
者
の
全
体
的

な
提
案
内
容
を
比
べ
て
住
民
な

ど
が
判
断
し
て
お
ら
ず
、
市
と

５
人
の
審
査
委
員
の
み
で
決
め

ら
れ
て
い
る
。
も
う
一
度
全
て

を
白
紙
に
戻
す
べ
き
で
は
。

答　

e
‐
ふ
く
ち
や
ま
に
対
す

る
あ
り
方
懇
談
会
や
住
民
説
明

会
を
行
い
進
め
た
。　

（
市
長
）

　

不
可
解
な

　

「
安
心
生
活
見
守
り

　

事
業
」
の
随
意
契
約

問　

こ
の
事
業
は
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
な
ど
の
緊
急
時
の

連
絡
対
応
な
ど
の
装
置
を
家
庭

に
設
置
し
対
応
す
る
も
の
だ
。

平
成　

年
に
２
者
の
プ
ロ
ポ
ー

２５

ザ
ル
が
あ
り
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
契
約
と
な
っ
た
。
契
約
期

間
は
平
成　

年
３
月
だ
っ
た
が
、

２７

い
つ
の
間
に
か
随
意
契
約
と
な

っ
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
。

答　

変
更
と
な
る
と
利
用
者
に
、

機
器
の
取
り
扱
い
上
の
不
安
や

金
額
的
負
担
を
し
い
る
恐
れ
が

あ
る
。
福
知
山
市
財
務
規
則

「
契
約
の
相
手
方
が
一
人
し
か

な
い
と
き
」
に
該
当
す
る
と
判

断
し
た
た
め
で
あ
る
。

問　

そ
の
理
由
な
ら
、
当
初
の

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
時
に
予
測
で

き
た
は
ず
。
弁
護
士
に
も
確
認

し
た
が
、「
契
約
の
相
手
方
が
い

な
い
」
の
判
断
は
、
公
募
を
し

た
結
果
で
あ
り
、
市
が
決
め
る

も
の
で
は
な
い
と
の
見
解
だ
が
。

答　

当
初
の
募
集
要
項
な
ど
に
、

再
更
新
時
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

行
う
と
は
表
記
は
し
て
い
な
い
。

（
福
祉
保
健
部
長
）

なかむとべ自主運行バス

中六人部地域農業検討会議

希望の会

藤田　　守  議員

地域政党ふくちやま議員団

荒川　浩司  議員

安心見守り装置
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人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と

　

総
合
戦
略
の
具
体
化

問　

２
０
４
０
年
の
目
標
人
口

を
７
万
８
３
０
０
人
に
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
根
拠
は
。

答　

今
回
の
国
勢
調
査
基
準
日

の
推
計
人
口
は
７
万
７
９
０
０

人
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
は
人

口
減
少
に
あ
る
も
の
の
、
過
去

の
人
口
動
向
に
基
づ
く
「
社
人

研
」
（
全
国
社
会
問
題
人
口
研

究
所
）
の
予
測
よ
り
も
減
少
幅

が
抑
え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

問　

具
体
的
な
課
題
は
。

答　

本
市
の
長
所
を
生
か
す
た

め
に
、
同
時
に
策
定
し
た
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
・
あ
ん
し

ん
総
合
戦
略
」
で
示
す
４
つ
の

基
本
目
標
を
達
成
す
る
た
め
各

種
事
業
を
着
実
に
実
現
し
て
い

く
。
周
辺
地
域
で
は
、
農
産
物

の
生
産
・
加
工
・
流
通
・
販
売

の
シ
ス
テ
ム
化
の
構
築
や
、
空

き
家
な
ど
を
活
用
し
た
移
住
定

住
の
促
進
事
業
、
小
さ
な
拠
点

や
地
域
協
議
会
制
度
の
促
進
な

ど
に
よ
り
、
ど
こ
の
地
域
も
住

み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
整
え
る
の
が
課
題
で
あ
る
。

（
市
長
）

問　

家
庭
を
築
く
た
め
の
結
婚

応
援
事
業
は
。

答　

婚
活
事
業
も
最
重
点
課
題

と
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

も
福
知
山
商
工
会
議
所
青
年
部

や
福
知
山
青
年
会
議
所
が
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
賑
わ
い
創
出

事
業
や
婚
活
事
業
を
支
援
し
て

き
た
。
今
後
も
京
都
府
の
婚
活

支
援
と
連
動
し
な
が
ら
、
結
婚

を
希
望
す
る
人
た
ち
の
願
い
が

叶
い
、
安
心
し
て
出
産
や
子
育

て
が
で
き
る
環
境
の
充
実
に
努

め
た
い
。

問　

移
住
定
住
に
か
か
る
窓
口

一
本
化
に
つ
い
て
、
市
の
体
制
、

意
気
込
み
は
。

答　

移
住
定
住
の
促
進
は
最
重

点
施
策
と
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
事
例
を

参
考
に
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

の
設
置
に
よ
る
寄
り
添
い
型
の

支
援
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た

い
。　
　
　
　

（
市
長
公
室
長
）

　

学
校
周
辺
の
整
備

問　

福
知
山
公
立
大
学
が
来
年

４
月
に
開
校
す
る
が
、
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
は
。

答　

開
学
後
、
交
通
量
が
ど
の

よ
う
に
変
化
す
る
か
確
認
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
、
道
路
な
ど
の

整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

大
学
周
辺
の
環
境
整
備
と

い
う
点
で
、
近
接
の
都
市
計
画

公
園
の
整
備
は
。

答　

平
和
公
園
は
、
昨
年
の
８

月
豪
雨
災
害
に
よ
り
大
き
な
被

害
が
出
て
お
り
、
現
在
も
災
害

復
旧
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

園
路
に
つ
い
て
は
倒
木
に
よ
り
、

通
行
が
困
難
な
箇
所
が
あ
る
こ

と
も
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、

災
害
発
生
の
抑
制
や
平
和
公
園

利
用
促
進
の
た
め
に
、
倒
木
の

処
理
や
樹
木
間
伐
な
ど
を
行
い
、

園
路
周
辺
の
補
修
も
併
せ
て
実

施
す
る
。　

（
土
木
建
設
部
長
）

　

台
風　

号
水
害
被
害

１８

　

で
石
原
地
域
の
宅
地

　

購
入
者
が
市
を
提
訴

問　

市
が
施
行
し
た
区
画
整
理

地
の
購
入
者
か
ら
損
害
賠
償
を

求
め
る
提
訴
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
内
容
と
市
の
対
応
は
。

答　

過
去
の
浸
水
被
害
に
関
す

る
説
明
義
務
違
反
と
水
害
の
危

険
性
へ
の
情
報
提
供
義
務
違
反

に
基
づ
き
損
害
賠
償
を
請
求
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
裁
判
を
と

お
し
、
市
の
考
え
を
明
ら
か
に

し
て
い
き
た
い
。

問　

市
の
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
堤
防
の
決
壊
の
状
況
を
基

に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
な

ら
由
良
川
の
堤
防
が
完
成
し
て

も
、
浸
水
の
可
能
性
は
永
遠
に

解
消
さ
れ
な
い
事
に
な
る
が
、

土
地
の
か
さ
上
げ
な
ど
、
水
害

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

今
の
と
こ
ろ
、
宅
地
の
形

状
変
更
な
ど
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
。

問　

水
害
の
リ
ス
ク
を
納
得
し

て
、
宅
地
を
購
入
す
る
人
が
い

る
と
は
考
え
に
く
い
が
。

答　

浸
水
エ
リ
ア
内
で
３
区
画

の
販
売
が
あ
っ
た
。
残
り
は　
６２

区
画
。
石
原
の
区
画
整
理
地
域

で
は
世
帯
数
が
３
倍
に
増
加
す

る
な
ど
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
。

今
年
度
も
売
却
が
進
み
、
将
来

完
売
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

（
土
木
建
設
部
長
）

　

福
知
山
公
立
大
学

　

運
営
に
対
し
懸
念

問　

第
６
次
福
知
山
市
行
政
改

革
大
綱
は
、
将
来
の
世
代
に
負

担
を
か
け
な
い
た
め
の
極
め
て

重
要
な
改
革
の
取
り
組
み
で
あ

る
。
今
回
、
民
間
で
組
織
さ
れ

た
行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
、

大
学
に
関
し
て
、「
安
易
な
公
費

投
入
に
よ
る
継
続
は
厳
に
慎
む

こ
と
」
と
の
提
言
が
あ
っ
た
が
。

答　

提
言
に
つ
い
て
は
、
真
摯

に
受
け
止
め
て
お
り
、
支
出
基

準
を
設
け
、
第
三
者
の
判
断
を

受
け
る
中
で
、
安
易
な
公
費
投

入
に
な
ら
な
い
よ
う
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

　

市
職
員
は
５
年
間
で

　
　

人
を
削
減
予
定
。

１５

　

市
議
会
議
員
定
数
は

問　

同
じ
く
提
言
に
お
い
て
、

「
市
議
会
議
員
の
定
数
に
つ
い

て
は
、
市
議
会
の
英
断
に
よ
り

類
似
団
体
に
先
駆
け
て
議
員
定

数
の
削
減
を
検
討
さ
れ
た
い
」

と
あ
る
。
提
言
さ
れ
た
以
上
、

市
も
知
ら
ん
顔
は
で
き
な
い
と

思
う
が
、
非
常
に
重
い
民
意
と

受
け
止
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

議
員
自
ら
が
検
討
さ
れ
る
内
容

で
あ
り
、
市
と
し
て
は
行
政
改

革
大
綱
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
市

議
会
の
皆
さ
ま
に
、
し
っ
か
り

と
、
充
分
に
お
伝
え
し
た
と
い

う
こ
と
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。　
　
　

（
市
長
公
室
長
） 復興が進む平和公園復興が進む平和公園

平成２５年の台風１８号による浸水状況平成２５年の台風１８号による浸水状況

福知山きずなの会

奥藤　　晃  議員
蒼士会

�橋　正樹  議員
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テ
ロ
や
戦
争
を
招
く

　

憲
法
違
反
の
安
保
法

　

廃
止
求
め
る
行
動
を

問　

安
保
法
制
は
憲
法
に
違
反

し
、
国
外
で
の
武
力
行
使
を
可

能
に
す
る
戦
争
法
で
は
な
い
か
。

答　

安
全
保
障
に
関
す
る
こ
と

は
国
の
専
管
事
項
で
あ
る
の
で
、

す
で
に
国
会
で
成
立
し
た
以
上
、

今
後
の
動
向
を
し
っ
か
り
見
て

い
き
た
い
。　
　
　
　

（
市
長
）

問　

憲
法
に
反
す
る
法
律
は
つ

く
れ
な
い
。
安
保
法
は
憲
法
違

反
で
は
な
い
の
か
。

答　

安
全
保
障
は
国
の
専
管
事

項
で
あ
り
今
後
の
動
向
を
見
て

い
き
た
い
。　

（
市
長
公
室
長
）

問　

市
長
も
憲
法
を
守
る
義
務

が
あ
り
、
国
政
に
発
言
す
べ
き
。

恒
久
平
和
宣
言
都
市
の
市
長
と

し
て
行
動
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

反
対
表
明
し
な
い
こ
と
は
地
方

自
治
の
放
棄
だ
。
首
長
と
し
て

の
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
は
。

答　

若
者
を
対
象
に
平
和
事
業

を
通
じ
て
戦
争
の
悲
惨
さ
平
和

の
尊
さ
、
命
の
大
切
さ
を
し
っ

か
り
伝
え
て
い
き
た
い
。

（
市
長
公
室
長
）

問　

今
後
、
我
が
国
が
武
力
行

使
す
る
お
そ
れ
は
十
分
に
あ
る
。

市
長
は
市
民
の
命
を
守
る
責
務

が
あ
る
が
、
決
意
と
行
動
は
。

答　

安
全
保
障
は
国
の
専
管
事

項
で
あ
り
、
今
後
の
動
向
を
見

極
め
て
い
き
た
い
。　

（
市
長
）

問　

日
本
が
武
力
行
使
す
れ
ば
、

福
知
山
と
舞
鶴
の
自
衛
隊
、
丹

後
の
米
軍
レ
ー
ダ
ー
基
地
、
福

井
の
原
発
群
は
テ
ロ
や
戦
争
の

標
的
に
な
り
、
ま
ち
は
戦
場
に

な
る
。
一
日
も
早
く
戦
争
法
を

廃
止
し
、
戦
争
し
な
い
日
本
を

取
り
戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

安
全
保
障
に
関
す
る
こ
と

は
国
の
動
向
を
見
守
っ
て
い
き

た
い
。　
　
　

（
市
長
公
室
長
）

　

子
午
線
標
柱
、
上
夜

　

久
野
保
育
園
を
残
せ

問　

夜
久
野
町
役
場
跡
の
子
午

線
標
柱
は
、
撤
去
・
廃
棄
で
は

な
く
、
解
体
修
理
・
移
設
も
含

め
て
住
民
や
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
と
十
分
相
談
す
べ
き
で
は
。

答　

今
回
の
子
午
線
標
柱
の
撤

去
に
あ
た
っ
て
は
地
域
協
議
会

と
夜
久
野
地
域　

自
治
会
長
に

４６

説
明
し
て
住
民
の
皆
さ
ま
の
理

解
を
得
た
。（
地
域
振
興
部
長
）

問　

合
併
か
ら　

年
、
各
支
所

１０

の
職
員
は
わ
ず
か
に
な
り
、
権

限
も
十
分
な
予
算
も
な
い
。
充

実
す
る
考
え
は
。

答　

今
後
の
支
所
の
職
員
体
制

は
地
域
協
議
会
と
行
政
の
役
割

分
担
も
考
え
る
中
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。　
　

（
総
務
部
長
）

問　

上
夜
久
野
保
育
園
は
「
い

つ
休
園
か
」
を
ゴ
ー
ル
に
せ
ず
、

ど
う
や
っ
た
ら
存
続
で
き
る
の

か
、
保
護
者
も
地
域
も
納
得
す

る
進
め
方
を
す
べ
き
で
は
。

答　

今
後
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

と
も
協
議
し
て
で
き
る
だ
け
早

く
方
針
を
決
め
て
い
き
た
い
。

（
福
祉
保
健
部
長
）

　

地
図
の
情
報
の
管
理

　

共
有
化
、
公
開
に
つ

　

い
て

問　

平
成　

年
度
末
で
解
散
す

２７

る
福
知
山
市
土
地
改
良
区
の
承

継
デ
ー
タ
や
、
山
林
境
界
保
全

事
業
の
成
果
デ
ー
タ
の
共
有
化

や
公
開
の
扱
い
、
基
準
杭
（
標
）

な
ど
の
管
理
は
。

答　
 
圃  
場 
の
デ
ー
タ
は
、
閲
覧

ほ 
じ
ょ
う

で
き
、
必
要
が
あ
れ
ば
コ
ピ
ー

も
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
山
林

デ
ー
タ
は
少
な
い
が
国
、
府
で

共
有
し
て
お
り
、
市
は
必
要
に

応
じ
て
提
供
を
受
け
て
い
る
。

基
準
点
な
ど
の
重
要
性
の
啓
発

に
努
め
た
い
。（農

林
商
工
部
長
）

　

福
知
山
市
再
生
可
能

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
プ

　

ラ
ン
の
進
め
方
は

問　

屋
根
設
置
の
太
陽
光
発
電

の
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

固
定
価
格
買
取
単
価
の
減

額
や
買
取
制
限
の
影
響
で　

月
１１

時
点
の
昨
年
比
で
申
請
数
、
発

電
量
と
も
に
半
減
し
て
い
る
。

来
年
度
は
、
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
、

災
害
対
応
の
視
点
か
ら
内
容
を

拡
大
し
て
取
り
組
む
。

問　

利
用
可
能
性
が
大
き
い
と

さ
れ
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用

に
つ
い
て
、
産
業
都
市
構
想
の

国
の
認
定
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

答　

刈
り
草
、
剪
定
枝
利
用
の

コ
ー
ク
ス
加
工
事
業
は
残
念
だ

が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

問　

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
か
。

答　

あ
き
ら
め
ず
に
原
因
を
分

析
し
課
題
を
克
服
し
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
。（
環
境
政
策
室
長
）

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ

　

メ
ン
ト
と
固
定
資
産

　

台
帳
整
備
の
接
点
は

問　

固
定
資
産
台
帳
整
備
の
進

捗
状
況
は
。

答　

平
成　

年
度
の
整
備
目
標

２９

に
む
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

両
者
の
関
係
は
。

答　

面
積
の
縮
減
は
台
帳
に
反

映
さ
れ
、
台
帳
整
備
は
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
推
進
に
寄
与
す
る
。

問　

台
帳
整
備
で
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進
へ
の
地
元
説
明
の
説

得
力
を
増
す
こ
と
に
な
る
か
。

答　

丁
寧
で
総
合
的
な
説
明
が

可
能
と
な
り
、
正
確
な
資
料
提

供
が
で
き
る
。　

（
財
務
部
長
）

　

森
林
整
備
の
課
題

問　

こ
の
ま
ま
で
は
森
林
の
将

来
は
危
う
い
。
対
策
は
。

答　

多
面
的
機
能
の
崩
壊
、
保

水
能
力
低
下
、
斜
面
崩
壊
で
立

木
流
出
が
起
き
る
。「（
仮
称
）

京
都
府
豊
か
な
森
を
育
て
る
府

民
税
」
の
活
用
に
期
待
し
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

問　

森
林
整
備
計
画
に
あ
る
対

象
樹
種
の
位
置
づ
け
は
。

答　

上
位
計
画
で
あ
る
由
良
川

地
域
森
林
計
画
に
従
っ
て
い
る
。

問　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
が

急
増
し
、
資
源
の
枯
渇
の
予
測

も
あ
る
。
更
新
時
の
造
林
に
は

生
長
が
早
い
、
資
源
樹
種
の
検

討
を
始
め
る
べ
き
で
は
。

答　

具
体
的
に
造
林
の
相
談
が

あ
れ
ば
対
応
す
る
。

｢ 時の町やくの ｣の子午線標柱｢時の町やくの ｣の子午線標柱
（町役場跡地）（町役場跡地）

「圃場整備地内の「 圃場 整備地内の
ほじょう

しっかりした基準標」しっかりした基準標」

（
農
林
商
工
部
長
）

日本共産党市会議員団

紀氏百合子  議員
福知山市議会公明党

足立　伸一  議員
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福
知
山
公
立
大
学
開

　

学
に
向
け
た
課
題
へ

　

の
対
応
に
つ
い
て

問　

学
生
確
保
な
ど
課
題
へ
の

対
策
と
状
況
見
通
し
は
。

答　

全
国
へ
の
情
報
発
信
と
市

長
を
先
頭
に
高
校
訪
問
を
精
力

的
に
実
施
し
、
現
在
志
願
者
が

１
０
０
名
を
超
え
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
福
知
山
公
立
大
学
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ

る
。
教
授
陣
な
ど
の
組
織
体
制

も
早
期
に
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

大
学
教
育
は
、
地
域
を
育
て
る

人
材
育
成
を
目
標
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
産
官
学
連
携
を
図
り
雇

用
促
進
や
積
極
的
に
地
域
に
出

向
き
Ｐ
Ｒ
活
動
を
継
続
す
る
。

（
市
長
公
室
長
）

問　

公
立
大
学
に
か
け
る
地
方

創
生
と
福
知
山
市
の
明
る
い
未

来
は
。

答　

市
民
参
加
の
も
と
、
北
近

畿
地
域
の
未
来
創
造
の
拠
点
と

な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
地
方

に
お
け
る
高
等
教
育
の
在
り
方
、

大
学
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
の

可
能
性
な
ど
、
福
知
山
だ
け
で

な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
の
も

と
日
本
全
国
の
課
題
解
決
の
一

助
と
な
る
存
在
と
し
た
い
。
市

民
の
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め

の
大
学
と
し
て
、
大
学
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。　
　
　
　
　

（
市
長
）

　

空
き
家
対
策
に

　

つ
い
て

問　

福
知
山
市
の
空
き
家
、
空

き
店
舗
の
現
状
把
握
は
。

答　

商
工
会
議
所
や
自
治
会
の

協
力
の
も
と
、
調
査
は
し
て
い

る
も
の
の
福
知
山
市
全
体
の
把

握
は
で
き
て
い
な
い
。

問　

空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
の
情

報
発
信
は
。

答　

空
き
家
、
空
き
店
舗
は
福

知
山
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
Ｈ
Ｐ

や
チ
ラ
シ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
を
利
用
し
て
い
る
。

（
農
林
商
工
部
長
）

問　

早
期
の
条
例
化
は
。

答　

空
き
家
対
策
協
議
会
な
ど

と
連
携
を
し
な
が
ら
、
早
期
に

条
例
化
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
土
木
建
設
部
長
）

　

有
害
鳥
獣
対
策
と

　

進
捗
状
況
は

問　

駆
除
隊
組
織
の
現
状
と
課

題
へ
の
対
応
は
。

答　

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
位

置
付
け
登
録
捕
獲
隊
員
は
猟
友

会
組
織
に
加
入
し
、
有
害
鳥
獣

捕
獲
業
務
に
活
動
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
高
齢
化
に
伴
い
駆
除

隊
員
の
後
継
者
づ
く
り
や
技
能

習
得
へ
の
支
援
を
し
て
い
る
。

問　

防
護
柵
な
ど
の
維
持
管
理

へ
の
対
応
は
。

答　

国
の
鳥
獣
被
害
防
止
総
合

対
策
交
付
金
制
度
を
利
用
。
設

置
改
修
な
ど
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
国
の
対
策
事

業
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

（
農
林
商
工
部
長
）

空き家情報パンフレット

　

急
増
す
る
高
齢
者

　

介
護
人
材
不
足

問　

団
塊
の
世
代
が　

歳
以
上

７５

に
な
り
介
護
ニ
ー
ズ
が
急
増
す

る
。　

年
後
の　

才
以
上
の
人

１０

７５

口
と
要
支
援
・
要
介
護
者
の
予

測
人
数
は
。

答　
　

歳
以
上
は
１
５
９
９
人

７５

増
え
、
要
支
援
・
要
介
護
者
は

８
４
０
人
増
え
る
見
込
み
。

問　

新
し
い
予
防
介
護
の
総
合

事
業
は
福
知
山
市
だ
け
で
実
現

で
き
る
の
か
。

答　

民
間
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
た
多
世

代
連
携
。
高
齢
者
自
身
が
担
い

手
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
健

康
で
生
き
が
い
を
持
ち
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

　

介
護
人
材
不
足
で

　

施
設
休
止
、
対
策
は

問　

介
護
人
材
不
足
の
現
状
と

閉
鎖
し
て
い
る
施
設
の
数
は
。

答　

２
５
１
人
不
足
し
、
市
内

２
カ
所
の
施
設
に
お
い
て
一
部

サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
て
い
る
。

問　

介
護
人
材
不
足
は
今
後
も

続
く
見
込
み
だ
が
、
対
策
は
。

答　

各
種
助
成
事
業
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
と
併
せ
て
、
事
業

所
や
若
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
層
の
活
用

な
ど
に
取
り
組
み
解
消
を
目
指

す
。　
　
　
 
（
福
祉
保
健
部
長
）

　

由
良
川
堤
防

　

決
壊
へ
の
対
策
は

問　

戸
田
や
私
市
な
ど
市
街
地

上
流
部
の
堤
防
が
完
成
し
た
場

合
に
下
流
部
へ
の
影
響
は
。

答　

水
位
が
上
が
ら
な
い
よ
う
、

体
積
土
砂
の
撤
去
や
樹
木
伐
採

を
行
う
予
定
。

問　

鬼
怒
川
の
よ
う
に
堤
防
を

水
が
乗
り
越
え
て
起
こ
る
越
水

決
壊
へ
の
対
策
は
。

答　

被
覆
工
事
や
矢
板
工
事
な

ど
堤
防
強
化
に
取
り
組
む
。

問　

由
良
川
の
水
位
が
上
が
る

と
内
水
排
水
用
ポ
ン
プ
を
動
か

せ
な
く
な
る
が
対
策
は
。

答　

支
川
や
調
整
地
整
備
、
た

め
池
改
良
、
雨
水
貯
留
施
設
整

備
な
ど
総
合
的
な
治
水
対
策
を

推
進
す
る
。（
土
木
建
設
部
長
）

　

厳
し
い
環
境
の
中
で

　

公
立
大
学
が
開
学

問　

学
生
数
半
減
・
学
生
交
付

金
減
額
・
国
立
大
学
の
授
業
料

値
上
げ
な
ど
、
厳
し
い
環
境
だ
。

市
民
の
負
担
に
な
ら
な
い
為
に

は
、
未
来
に
わ
た
り
定
員
を
確

保
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
意

気
込
み
は
。

答　

都
会
へ
流
出
し
て
い
く
若

者
を
食
い
止
め
、
他
の
国
公
立

大
学
に
負
け
な
い
、
ま
ち
の
宝

と
な
る
大
学
に
し
て
い
く
。
ま

た
、「
教
育
の
ま
ち
福
知
山
」

と
し
て
、
北
近
畿
を
リ
ー
ド
し

て
い
け
る
よ
う
絶
対
に
成
功
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
な
ん

と
し
て
も
成
功
さ
せ
る
。（市

長
）

希望の会

桐村　一彦  議員

地域政党ふくちやま議員団

塩見　　聡  議員

平成２５年あと少しで越水



13

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意

　

撤
回
を

問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
対
す
る
国

会
決
議
は
、
農
産
品
重
要
５
品

目
（
米
、
麦
、
牛
肉
、
豚
肉
、

乳
製
品
、
甘
味
資
源
）
に
つ
い

て
関
税
の
撤
廃
や
、
削
減
も
行

わ
な
い
「
除
外
」
を
求
め
、
こ

れ
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
は
交

渉
か
ら
の
脱
退
も
明
記
し
て
い

る
。
し
か
し
「
大
筋
合
意
」
の

内
容
で
は
、
重
要
５
品
目
の
３

割
に
当
た
る
１
７
４
関
連
細
目

の
関
税
を
撤
廃
し
た
。
こ
の
よ

う
な
中
、
国
会
決
議
は
履
行
さ

れ
た
と
、
市
長
は
お
考
え
か
。

答　

国
会
決
議
は
一
定
守
ら
れ

た
。
し
か
し
、
情
報
公
開
に
よ

る
国
民
的
議
論
を
尽
く
す
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
農
業
に

対
す
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
国
の
対
策
を
注
視
し

て
い
く
。　
　
　
　
　

（
市
長
）

問　

福
知
山
市
に
与
え
る
影
響

を
試
算
し
、
公
表
す
べ
き
だ
が
。

答　

今
後
、
国
・
府
に
お
い
て

影
響
額
が
試
算
さ
れ
る
。
結
果

を
見
て
本
市
と
し
て
の
対
策
を

検
討
す
る
。（
農
林
商
工
部
長
）

　

市
民
協
同
の
公
共

　

施
設
活
用
計
画
を

問　

今
後
の
推
進
体
制
は
。

答　

部
局
横
断
に
よ
る
検
討
協

議
体
制
を
整
え
る
。
各
施
設
所

管
部
署
が
地
域
に
丁
寧
な
説
明

を
行
い
、
合
意
形
成
を
図
り
な

が
ら
進
め
る
。

問　

廃
校
に
な
っ
た
学
校
施
設

な
ど
の
有
効
活
用
と
整
理
は
。

答　

利
活
用
の
推
進
体
制
を
整

え
、
地
元
関
係
団
体
と
の
協
議

を
行
う
中
で
、
機
敏
な
利
活
用

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。
旧
育

英
小
学
校
の
プ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
解
体
撤
去
を
検
討
す
る
。

問　

行
政
の
専
門
性
も
発
揮
し

て
、
具
体
的
に
協
議
し
な
い
と

地
域
任
せ
で
は
、
学
校
施
設
の

有
効
活
用
は
進
ま
な
い
が
。

答　

地
域
の
将
来
像
を
考
え
な

が
ら
、
次
の
ま
ち
づ
く
り
の
議

論
の
契
機
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。　
　

（
財
務
部
長
）

　

テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策

　

負
担
軽
減
を

問　

福
知
山
市
に
よ
る
事
業
運

営
が
破
綻
し
て
、
民
営
化
す
る

わ
け
だ
が
、
民
間
事
業
者
の
営

業
努
力
に
よ
る
利
用
料
金
の
設

定
の
考
え
方
は
。

答　

現
行
は
５
０
０
円
で
あ
る

が
、
民
間
事
業
者
の
提
案
で
は
、

テ
レ
ビ
再
送
信
サ
ー
ビ
ス
の
使

用
料
は
月
額
１
５
０
０
円
で
あ

る
。
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ
Ｓ
放
送
を
含
め

た
豊
富
な
放
送
メ
ニ
ュ
ー
が
選

択
で
き
る
。
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
ひ
か
り
電
話
を
組
み
合

わ
せ
た
民
間
業
者
な
ら
で
は
の

豊
富
な
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
使
用
料
金

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
料
金

メ
ニ
ュ
ー
の
設
定
な
ど
具
体
的

に
詰
め
て
い
く
。（
総
務
部
長
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　

の
延
期
・
中
止
を

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
渡
っ
て

い
な
い
方
へ
の
対
応
は
。

答　

転
送
可
能
の
郵
便
で
、
市

で
受
け
取
る
よ
う
お
知
ら
せ
を

送
付
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由

の
場
合
は
居
所
登
録
で
、
居
所

に
送
付
。
最
終
的
に
不
明
の
場

合
、
市
で
調
査
し
、
居
所
が
判

明
す
れ
ば
、
交
付
の
手
続
き
を

す
る
。

問　

３
カ
月
保
管
後
の
対
応
は
。

答　

事
務
処
理
要
領
に
よ
り
、

廃
棄
す
る
。
そ
の
後
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
提
示
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
、
再
発
行
を
す
る
か
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
表
示
し
た
住
民

票
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
市
民
人
権
環
境
部
長
）

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し

て
い
な
い
場
合
、
記
載
を
強
要

し
な
い
か
。

答　

困
難
な
こ
と
も
あ
る
の
で
、

強
要
は
し
な
い
。
空
欄
の
場
合

は
、
法
令
に
よ
り
、
職
員
が
確

認
し
て
事
務
を
進
め
る
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
メ
リ
ッ

ト
は
。
無
く
て
も
生
活
に
差
し

障
り
が
無
い
の
で
は
。

答　

法
令
に
基
づ
く
も
の
で
、

地
方
自
治
体
の
判
断
で
中
止
で

き
な
い
。
番
号
の
連
携
で
効
率

的
透
明
性
を
高
め
、
公
正
公
平

な
社
会
を
実
現
す
る
な
ど
、
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。（市

長
公
室
長
）

　

自
治
会
長
に
対
す
る

　

事
務
委
嘱
に
つ
い
て

問　

委
嘱
事
務
の
「
住
民
名
簿

の
整
理
」
は
ど
の
よ
う
な
方
法

か
。
本
人
同
意
は
ど
う
か
。

答　

毎
月
、
住
民
異
動
が
発
生

し
た
世
帯
を
総
務
課
か
ら
自
治

会
長
に
知
ら
せ
て
い
る
。

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
条
例
に

基
づ
き
、
本
人
同
意
は
不
要
。

問　

住
民
名
簿
を
配
布
す
る
目

的
や
理
由
は
。

答　

居
住
状
況
の
把
握
を
目
的

と
し
、
広
報
な
ど
の
伝
達
や
災

害
時
の
安
否
確
認
に
利
用
。

問　

Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
カ
ー
被
害
者

の
住
民
名
簿
の
取
り
扱
い
は
。

ま
た
、
性
同
一
性
障
害
の
方
な

ど
の
取
り
扱
い
は
。

答　

Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
カ
ー
被
害
者

の
名
簿
は
当
然
、
送
付
さ
れ
な

い
。
そ
れ
以
外
は
住
民
名
簿
に

反
映
さ
れ
な
い
。

問　

自
治
会
長
へ
の
守
秘
義
務

研
修
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

個
人
情
報
を
渡
す
際
、
文

書
に
よ
り
守
秘
義
務
を
通
知
し
、

遵
守
を
図
っ
て
い
る
。
一
堂
に

会
し
て
の
研
修
は
行
っ
て
な
い
。

問　

個
人
情
報
漏
え
い
の
恐
れ

も
あ
る
事
務
委
嘱
要
綱
を
検
証

し
、
見
直
し
て
は
。

答　

大
切
な
個
人
情
報
を
扱
う

こ
と
を
再
認
識
し
、
そ
の
利
用

が
条
例
な
ど
の
規
定
に
則
り
、

市
と
自
治
会
長
の
双
方
が
個
人

情
報
の
適
切
な
保
護
を
し
、
事

務
執
行
を
行
う
。（
総
務
部
長
）

マイナンバー通知カード

日本共産党市会議員団

金澤　　徹  議員

日本共産党市会議員団

吉見　純男  議員

活用が待たれる旧育英小学校
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地
域
振
興
対
策

　

に
つ
い
て

問　

市
民
ア
イ
デ
ア
買
い
取
り

事
業
の
概
要
と
成
果
は
。

答　

３
年
目
の
事
業
で
市
民
に

市
政
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

市
民
協
働
の
取
り
組
み
で
あ
り
、

１
２
４
件
の
ア
イ
デ
ア
か
ら　
２０

件
を
買
い
取
っ
た
。　

（
市
長
）

問　

ア
イ
デ
ア
の
事
業
化
は
。

答　

平
成　

年
は
２
件
、
平
成

２５

　

年
は
４
件
事
業
化
し
た
。
具

２６体
的
に
は
お
茶
会
、
子
育
て
、

ふ
れ
あ
い
給
食
な
ど
が
あ
る
。

今
年
度
も
優
良
６
件
か
ら
検
討

す
る
。　
　
　

（
市
長
公
室
長
）

問　

市
民
参
加
型
事
業
は
。

答　

自
治
会
な
ど
を
支
援
す
る

事
業
と
し
て
「
福
知
山
元
気
出

す
支
援
事
業
」
が
あ
る
。
一
般
、

起
業
、
若
者
枠
が
あ
り
、
６
年

間
で
１
２
０
０
万
円
補
助
し
て

き
た
。
今
後
も
事
業
を
拡
充
し

た
い
。　
　
　
（
地
域
振
興
部
長
）

　

男
女
共
同
参
画
社
会

　

の
実
現

問　

人
材
の
活
用
状
況
は
。

答　

意
欲
と
能
力
の
あ
る
人
材

を
再
任
用
職
員
と
し
て
採
用
し

た
。
市
役
所
で
９
人
、
市
民
病

院
が
７
人
。
今
後
も
増
加
さ
せ

る
。

問　

女
性
職
員
の
登
用
は
。

答　

係
長
以
上
の
女
性
職
員
は

男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
く

平
成　

年
度
の　

％
の
目
標
を

３２

２８

達
成
し
た
。
部
課
長
ク
ラ
ス
は

１
５
４
人
の
内　

人
で
近
隣
の

２８

市
よ
り
高
い
率
だ
。

問　

女
性
の
活
躍
推
進
は
。

答　

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ

く
行
動
計
画
を
作
成
す
る
。

問　

次
世
代
育
成
支
援
法
に
基

づ
く
認
定
企
業
は
。

答　

本
市
に
は
な
い
。
く
る
み

ん
マ
ー
ク
の
取
得
や
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
し
た
い
。

（
総
務
部
長
）

　

近
隣
市
と
の
連
携

問　

定
住
自
立
圏
構
想
の
進
捗

状
況
は
。

答　

新
た
な
進
行
は
な
い
。

問　

綾
部
市
と
丹
波
市
と
の
定

住
自
立
圏
を
先
行
し
て
は
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
る
。

災
害
協
定
、
有
害
鳥
獣
対
策
な

ど
の
連
携
は
あ
る
。

（
市
長
公
室
長
）

問　

公
立
大
学
の
学
生
確
保
の

観
点
か
ら
の
両
市
連
携
は
。

答　

北
近
畿
全
体
の
自
治
体
と

の
広
範
囲
な
連
携
協
力
関
係
を

重
視
す
る
。　
　
　

（
副
市
長
）

　

旧
３
町
庁
舎
の
活
用

問　

大
江
、
三
和
庁
舎
、
夜
久

野
町
役
場
跡
地
の
状
況
は
。

答　

会
議
室
な
ど
の
空
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
計
画
的
に
活
用
す
る
。

夜
久
野
町
役
場
跡
地
は
商
業
施

設
を
新
設
す
る
。

問　

民
間
の
活
用
は
。

答　

余
剰
空
間
の
貸
付
な
ど
を

検
討
し
て
い
る
。

（
地
域
振
興
部
長
）

問　

市
長
の
見
解
は
。

答　

地
域
協
議
会
組
織
を
立
ち

上
げ
た
。
特
色
を
出
し
住
民
が

盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
。（
市
長
）

　

青
少
年
の
薬
物
乱
用

　

防
止

問　

各
小
、
中
学
校
で
の
薬
物

乱
用
防
止
対
策
は
。

答　

府
内
で
い
ち
早
く
、
非
行

防
止
と
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を

年
間
指
導
計
画
に
位
置
付
け
て

実
施
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
正
し
い

使
用
法
や
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
た
め
の
正
し
い
知
識
な
ど

も
指
導
し
取
り
組
ん
で
き
た
。

（
教
育
理
事
）

　

つ
ぎ
め
の
な
い

　

子
ど
も
の
関
わ
り

問　

保
・
幼
・
小
・
中
の
連
携

の
現
状
と
課
題
は
。

答　

平
成　

年
か
ら
、
シ
ー
ム

２３

レ
ス
学
園
構
想
に
よ
る
保
・
幼

・
小
・
中
の
校
種
類
間
連
携
を

強
化
す
る
な
ど
、
学
力
や
生
徒

指
導
上
の
課
題
克
服
に
一
定
の

成
果
を
上
げ
て
い
る
。

（
教
育
理
事
）

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て

問　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況

に
つ
い
て
。

答　

三
段
池
公
園
や
市
民
病
院

な
ど　

施
設
に
合
計
２
４
０
台

３０

設
置
し
て
い
る
。

（
市
民
人
権
環
境
部
長
）

問　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
促
進
に

係
る
補
助
制
度
は
。

答　

商
店
街
の
整
備
で
補
助
を

行
っ
た
事
例
は
あ
る
。
自
治
会

な
ど
に
対
す
る
設
置
費
用
の
補

助
は
犯
罪
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
、

府
や
警
察
と
連
携
し
他
市
の
動

向
も
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

（
市
民
人
権
環
境
部
長
）

　

児
童
虐
待
の
現
状
と

　

課
題
に
つ
い
て

問　

児
童
虐
待
の
通
告
件
数
と

事
案
の
傾
向
は
。

答　

前
年
度
か
ら
の
継
続
を
含

め
１
５
９
人
、　

家
庭
、
心
理

８４

的
虐
待
が
最
も
多
く　

人
、
小

７７

学
生
ま
で
の
年
代
が
最
も
多
い
。

受
理
件
数
が
増
加
し
て
い
る
要

因
と
し
て
、
関
係
機
関
の
認
識

の
高
ま
り
、
連
携
が
密
に
な
っ

た
結
果
と
捉
え
て
い
る
。（市

長
）

問　

児
童
虐
待
の
通
告
が
あ
っ

た
場
合
の
対
応
は
。

答　
　

時
間
体
制
を
取
り
通
告

２４

が
あ
っ
た
場
合
は
、　

時
間
以

４８

内
に
安
全
確
認
を
行
い
情
報
収

集
、
家
庭
訪
問
や
、
緊
急
一
時

保
護
な
ど
子
ど
も
の
安
全
確
保

を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
福
祉
保
健
部
長
）

問　

要
保
護
児
童
対
策
に
係
る

関
係
機
関
の
体
制
と
連
携
は
。

答　

警
察
や
弁
護
士
会
な
ど　
２３

機
関
で
構
成
、
子
育
て
支
援
課

が
事
務
局
。
通
告
、
相
談
へ
の

対
応
の
ほ
か
、
実
務
者
会
議
や

必
要
に
応
じ
て
家
庭
に
か
か
わ

る
関
係
者
を
招
集
し
て
検
討
会

議
を
実
施
。（
福
祉
保
健
部
長
）

問　

要
保
護
児
童
対
策
に
係
る

今
後
の
課
題
は
。

答　

虐
待
な
ど
の
未
然
防
止
の

た
め
子
育
て
支
援
が
不
可
欠
。

妊
娠
中
か
ら
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
利
用
を
勧
め
た
い
。

（
福
祉
保
健
部
長
）

ハピネス福知山にある
男女共同参画センター

希望の会

西田　信吾  議員

福知山未来の会

中嶋　　守  議員

駅周辺に設置の防犯カメラ
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第
６
次
行
政
改
革
の

　

基
本
的
な
考
え
方
は

問　

第
５
次
行
政
改
革
を
振
り

返
り
、
ど
う
評
価
す
る
か
。

答　

削
減
見
込
額
、
将
来
負
担

比
率
改
善
、
職
員
数
削
減
と
も

計
画
を
達
成
し
、
財
政
健
全
化

に
向
け
た
成
果
を
上
げ
た
が
、

多
く
の
課
題
も
残
っ
て
い
る
。

問　

達
成
に
至
ら
な
か
っ
た
取

り
組
み
項
目
の
原
因
は
何
か
。

答　

２
年
連
続
の
災
害
対
応
へ

の
超
過
勤
務
増
や
関
係
機
関
と

の
調
整
な
ど
、
慎
重
な
対
応
が

必
要
な
こ
と
な
ど
が
原
因
だ
。

問　

第
６
次
行
政
改
革
の
基
本

的
な
考
え
方
は
。

答　

新
総
合
計
画
の
ビ
ジ
ョ
ン

実
現
に
向
け
て
、
実
効
性
を
行

財
政
面
か
ら
担
保
し
、
次
世
代

へ
つ
な
ぐ
新
た
な
改
革
で
あ
る
。

問　

行
政
改
革
に
は
「
市
民
協

働
」
が
重
要
だ
が
、
市
民
や
地

域
へ
の
支
援
の
あ
り
方
は
。

答　

行
政
と
多
様
な
主
体
の
連

携
・
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
人

材
育
成
や
地
域
協
議
会
組
織
化

へ
制
度
面
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
支
援

を
し
た
い
。
地
域
協
議
会
は
市

内
全
域
に
広
げ
て
い
き
た
い
。

問　

公
共
施
設
の
地
元
委
譲
に

向
け
て
、
自
治
会
や
管
理
運
営

組
織
強
化
へ
の
支
援
策
は
。

答　

地
縁
団
体
設
立
な
ど
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
、
行
政
も
側
面
的
に

し
っ
か
り
支
援
し
、
新
し
い
地

域
運
営
の
あ
り
方
を
と
も
に
検

討
し
た
い
。　

（
市
長
公
室
長
）

　

交
流
人
口
拡
大
へ
三

　

段
池
公
園
の
充
実
を

問　

三
段
池
公
園
が
担
っ
て
い

る
立
場
や
役
割
は
何
か
。

答　

す
べ
て
の
市
民
が
気
軽
に

集
え
る
交
流
促
進
の
重
要
な

ツ
ー
ル
だ
。
本
市
観
光
の
中
心

的
存
在
で
あ
り
、
役
割
は
重
要

だ
。

問　

第
３
種
公
認
陸
上
競
技
場

整
備
に
向
け
て
の
動
き
は
。

答　

府
に
対
し
て
府
北
部
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
施
設
と
し
て

の
競
技
場
整
備
を
継
続
要
望
し

て
い
る
。
新
総
合
計
画
で
も
主

要
施
策
に
位
置
づ
け
て
お
り
、

国
・
府
と
連
携
し
て
実
現
化
に

向
け
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

猪
崎
城
跡
が
あ
る
城
山
地

区
は
直
下
に
住
宅
が
迫
る
急
傾

斜
地
だ
が
、
防
災
対
策
は
。

答　

昨
年
８
月
豪
雨
の
災
害
復

旧
に
合
わ
せ
て
新
た
に
排
水
路

整
備
な
ど
の
工
事
を
行
い
、
一

部
の
対
策
を
実
施
し
た
。
公
園

利
用
の
安
全
と
地
域
防
災
の
た

め
に
地
域
の
協
力
も
得
な
が
ら

災
害
時
の
監
視
を
強
め
た
い
。

問　

動
物
園
人
気
を
持
続
し
、

発
展
さ
せ
る
た
め
の
策
は
。

答　

本
年
度
拡
張
工
事
を
行
い
、

２
倍
の
敷
地
面
積
に
な
る
。
現

園
舎
の
動
物
が
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
な
い
よ
う
に
配
置
し
、
立
地

の
強
み
を
生
か
し
て
北
近
畿
唯

一
の
動
物
園
と
し
て
人
気
の
持

続
を
図
り
た
い
。（
市
長
・
土
木

建
設
部
長
・
地
域
振
興
部
長
）

　

今
後
の
持
続
可
能
な

　

地
域
農
業
は

問　

京
力
農
場
プ
ラ
ン
の
進
捗

状
況
は
。

答　

平
成　

年
度
か
ら
事
業
が

２４

ス
タ
ー
ト
し
、
当
初
の
目
標
は

５
年
間
で
全
農
区
の　

％
、
１

５０

２
４
農
区
の
プ
ラ
ン
策
定
を
目

指
し
、
推
進
し
て
き
た
。
現
在
、

１
１
６
農
区
で
策
定
さ
れ
て
お

り
、
お
お
む
ね
順
調
だ
。

問　

今
後
、
中
心
と
な
る
農
業

者
の
中
で
法
人
の
果
た
す
役
割

が
大
き
く
な
る
が
、
新
た
な
法

人
化
の
状
況
は
。

答　

本
市
が
把
握
し
て
い
る
過

去
３
年
間
の
法
人
設
置
状
況
は
、

平
成　

年
度
が
２
法
人
、　

年

２５

２６

度
が
、
１
法
人
、　

年
度　

月

２７

１１

末
ま
で
で
２
法
人
で
あ
る
。

問　

法
人
化
し
た
場
合
、
特
に

ハ
ー
ド
面
の
支
援
の
拡
充
が
必

要
だ
と
思
う
が
。

答　

本
市
の
事
業
は
水
稲
中
心

で
あ
り
、
京
力
農
場
プ
ラ
ン
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
法
人
が
水
稲

用
の
機
械
を
購
入
す
る
場
合
、

市
単
独
事
業
で
あ
る
「
ふ
く
ち

の
農
場
づ
く
り
」
に
よ
る
支
援

を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
京

都
府
へ
活
用
し
や
す
い
制
度
の

創
設
に
向
け
要
望
し
た
い
。

（
農
林
商
工
部
長
）

　

働
く
世
代
の
引
き
こ

　

も
り
に
対
す
る
支
援

問　

本
市
の
支
援
は
。

答　

今
年
度
か
ら
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

生
活
と
仕
事
の
相
談
窓
口
を
開

設
し
た
。
引
き
こ
も
り
の
方
の

支
援
は
本
人
の
状
況
に
応
じ
た

き
め
細
か
な
支
援
が
必
要
で
あ

る
。
地
域
や
関
係
機
関
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
り
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
訪
問
を
行
う
な

ど
声
な
き
声
を
早
期
に
把
握
し

て
支
援
に
つ
な
げ
た
い
。

（
福
祉
保
健
部
長
）

　

消
費
者
被
害
対
策
は

問　

他
の
自
治
体
で
は
国
の
地

方
消
費
者
行
政
推
進
交
付
金
制

度
を
活
用
し
、
詐
欺
電
話
を
防

止
す
る
悪
質
録
音
装
置
の
設
置

な
ど
で
対
策
強
化
を
図
っ
て
い

る
が
、
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　

高
齢
者
の
被
害
が
後
を
絶

た
な
い
中
、
他
の
自
治
体
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

（
市
民
人
権
環
境
部
長
）

問　

高
齢
者
が
消
費
者
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
市
民
後
見
人
の

養
成
が
求
め
ら
れ
る
。
担
い
手

の
状
況
は
。

答　

京
都
府
下
で
２
番
目
に
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
を
委
託
開
設

し
た
。
市
民
後
見
人
の
養
成
を

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
に
か

２５

２６

け
て
実
施
し
た
。
８
名
の
方
が

講
座
を
修
了
。
そ
の
内
、
３
名

の
方
が
登
録
さ
れ
、
そ
の
中
で

平
成　

年
度
に
１
名
受
任
さ
れ

２７

た
。
平
成　

年
度
に
は　

名
の

２９

１０

登
録
を
目
指
し
て
い
る
。

（
福
祉
保
健
部
長
）

市民の憩いの場、三段池公園。
さらなる充実が求められる。

プラン策定に位置付けられた農地プラン策定に位置付けられた農地

福知山市議会公明党

吉見　茂久  議員
福知山未来の会

森下　賢司  議員
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原
発
再
稼
働
は

　

認
め
ら
れ
な
い

問　
　
　

圏
対
象
の
地
域
説
明

３０
ｋｍ

会
に
参
加
し
て
「
再
稼
働
は
目

前
だ
」
と
い
う
印
象
。　

月
に

１１

福
島
県
南
相
馬
市
の
復
興
状
況

を
視
察
し
た
。
被
災
地
の
苦
し

み
を
見
る
な
ら
再
稼
働
は
「
ダ

メ
だ
」
と
言
う
べ
き
だ
。

答　

再
稼
働
は
国
の
責
任
で
判

断
さ
れ
る
べ
き
だ
。　

（
市
長
）

　

核
廃
棄
物
中
間
貯
蔵

　

施
設
に
反
対
を

問　

市
に
建
設
打
診
が
あ
れ
ば

反
対
を
。

答　

た
と
え
打
診
が
あ
っ
て
も

市
で
は
許
可
し
な
い
。（
市
長
）

　

保
育
園
、
待
機
児
童

　

の
現
況
は

問　

市
の
待
機
児
童
は
。
ま
た

短
時
間
保
育
は
８
時
間
を
過
ぎ

る
と
延
長
保
育
料
を
支
払
う
こ

と
に
な
り
、
標
準
時
間
保
育
よ

り
高
額
に
な
る
。
時
間
区
分
を

な
く
す
べ
き
だ
。

答　

待
機
児
童
は
い
な
い
。
短

時
間
保
育
の
負
担
が
標
準
時
間

よ
り
高
く
な
る
こ
と
は
あ
る
。

認
定
区
分
に
つ
い
て
は
相
談
に

応
じ
る
。

問　

こ
れ
以
上
の
保
育
所
民
営

化
は
や
め
る
べ
き
だ
。

答　

行
政
が
責
任
を
果
た
し
つ

つ
民
間
活
力
を
生
か
し
て
い
く
。

　

大
江
支
所
に

　

子
育
て
拠
点
施
設
が

問　

運
営
体
制
は
。

答　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
、
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
開
設
。

所
長
、
保
育
士
が
従
事
し
、
子

育
て
親
子
が
利
用
し
や
す
い
空

間
と
す
る
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
を

　

無
料
に

問　

子
ど
も
の
貧
困
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
。
全
国
で
自
己
負
担

な
し
の
無
料
に
し
て
い
る
自
治

体
が　

％
の
９
８
６
自
治
体
と

５７

な
っ
て
い
る
。
検
討
を
。

答　

本
来
は
国
に
お
い
て
実
施

さ
れ
る
べ
き
だ
。
医
療
費
の
公

費
負
担
が
大
き
い
。
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

（
福
祉
保
健
部
長
）

　

放
課
後

　

児
童
ク
ラ
ブ
は

問　

指
導
員
の
処
遇
改
善
を
。

長
期
休
み
の
開
所
時
間
を
早
く
。

答　

臨
時
職
員
な
の
で
改
善
は

困
難
だ
が
今
後
も
検
討
す
る
。

開
所
時
間
変
更
は
現
在
は
困
難

だ
。　
　
　
　
　

（
教
育
部
長
）

　

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

へ
き
地
は
見
直
し
を

問　

市
の
周
辺
部
は
公
共
交
通

も
な
く
、
週
１
回
へ
き
地
バ
ス

が
来
る
の
み
だ
。
利
用
券
の
廃

止
で
、
低
所
得
高
齢
者
の
負
担

が
一
層
大
き
い
。
公
共
交
通
体

系
が
整
う
ま
で
、
激
変
緩
和
策

の
検
討
を
。

答　

利
用
券
発
行
は
他
人
の
介

助
な
し
に
公
共
交
通
が
利
用
で

き
な
い
こ
と
が
要
件
だ
。

（
福
祉
保
健
部
長
）

　

大
学
開
学
に
向
け
た

　

９
月
補
正
予
算
の
執

　

行
と
今
後
の
対
応
は

問　

現
在
の
準
備
状
況
は
。

答　

９
月
議
決
後
、
大
学
法
人

と
設
置
者
変
更
を
申
請
し
、　
１１

月
に
許
可
を
受
け
た
。
学
長
兼

理
事
長
、
副
学
長
、
事
務
局
長

を
決
定
。
引
き
続
き
職
員
体
制

と
学
生
受
け
入
れ
、
教
学
な
ど

開
学
に
万
全
を
期
す
。

　

予
算
執
行
は
学
生
募
集
、
大

学
の
シ
ス
テ
ム
構
築
、
大
学
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
も
３
０
０
の
応

募
が
あ
り
、
ま
も
な
く
決
定
す

る
。
開
学
に
向
け
て
市
・
学
園

・
大
学
法
人
の
３
者
で
協
議
し
、

進
め
て
い
く
。
側
面
、
正
面
の

支
援
を
お
願
い
す
る
。（
市
長
）

問　

評
価
委
員
会
の
準
備
と
会

議
の
公
開
は
。

答　

来
年
早
々
に
設
置
し
、
公

開
す
る
。

問　

学
生
確
保
の
科
学
的
な
根

拠
あ
る
見
通
し
が
必
要
だ
が
。

答　

２
０
０
名
定
員
の
復
元
に

向
け
て
、
市
と
し
て
も
あ
ら
ゆ

る
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
努
力
し
、

井
口
氏
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
全
力
を
あ
げ
る
。

問　

財
務
に
つ
い
て
、
京
都
府

や
近
隣
自
治
体
の
支
援
は
。

答　

市
が
責
任
を
持
つ
。
ふ
る

さ
と
納
税
、
基
金
の
応
募
、
近

隣
自
治
体
か
ら
受
託
事
業
の
受

け
入
れ
を
行
い
、
市
の
財
政
に

依
存
す
る
こ
と
な
く
大
学
自
身

の
取
り
組
み
で
収
入
を
増
や
す
。

（
市
長
公
室
長
）

　

防
災
・
減
災
対
策

　

に
つ
い
て

問　

石
原
土
地
区
画
で
平
成　
２５

年
、　

年
災
害
で
被
災
さ
れ
た

２６

住
民
が
市
に
提
訴
さ
れ
た
が
、

石
原
の
被
災
状
況
は
。

答　

平
成　

年
台
風　

号
は
、

２５

１８

大
規
模
半
壊
３
戸
、
半
壊　

戸
、

３３

床
上　

戸
、
計　

戸
で
あ
る
。

３６

７２

問　

市
民
か
ら
災
害
後
、「
落
ち

着
い
た
ら
説
明
会
を
」
の
要
請

あ
っ
た
が
対
応
は
。

答　

現
在
、
提
訴
さ
れ
て
お
り
、

裁
判
で
説
明
す
る
。

問　

由
良
川
と
大
谷
川
の
改
修

の
進
捗
状
況
は
。

答　

由
良
川
中
流
部
は
、
連
続

堤
防
と
、
河
道
の
用
地
買
収
を

進
め
掘
削
に
取
り
掛
か
る
。
大

谷
川
は
、
設
計
が
で
き
た
の
で

地
元
説
明
会
で
計
画
を
示
し
た
。

今
後
、
了
承
さ
れ
れ
ば
用
地
買

収
し
、
緊
急
治
水
対
策
事
業
で

進
め
る
。
今
年
は
一
部
掘
削
を

進
め
る
。

　

来
年
度
の
予
算
編
成

　

に
つ
い
て

問　

予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
。

答　

来
年
は
市
長
選
が
あ
り
、

骨
格
予
算
を
編
成
す
る
。
治
水

対
策
、
大
学
関
連
、
ｅ－

ふ
く

ち
や
ま
な
ど
は
当
初
予
算
に
盛

り
込
む
。

（
財
務
部
長
）

日本共産党市会議員団

大槻富美子  議員

日本共産党市会議員団

塩見卯太郎  議員

大谷川 土地域から上流を望む大谷川　土地域から上流を望む

子どもたちの未来が子どもたちの未来が
明るくなりますように明るくなりますように
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先
進
地
行
政
視
察 

視
察
日　
　

月　

日
〜　

日

１０

２８

３０

　

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は
、
台
風

な
ど
、
事
前
に
被
害
発
生
が
予

測
可
能
な
災
害
に
対
し
て
、
災

害
発
生
前
か
ら
発
生
後
ま
で
の

行
動
を
国
や
自
治
体
、
交
通
機

関
、
企
業
、
住
民
が
あ
ら
か
じ

め
明
確
に
し
て
お
く
防
災
計
画

で
あ
る
。

　

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
導
入
に
よ

り
、
①
相
互
の
役
割
の
明
確
化
、

顔
の
見
え
る
化
②
「
い
つ
」「
誰

が
」「
何
を
」
を
規
定
し
、
災
害

対
応
の
漏
れ
を
防
止
。
③
防
災

機
関（
縦
横
）の
対
応
の
バ
ラ
ツ

キ
を
改
善
④
住
民
避
難
の
早
期

対
応
な
ど
の
効
果
が
あ
る
。

　

日
進
市
の
自
治
基
本
条
例
は

平
成　

年　

月
に
施
行
さ
れ
た
。

１９

１０

　

条
例
制
定
ま
で
に
検
討
会
を

　

回
開
催
し
、
延
べ
千
名
以
上

９０の
市
民
が
検
討
に
参
加
す
る
な

ど
、
条
例
の
趣
旨
を
広
く
住
民

に
伝
え
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
条
文
に
「
市
民
参

加
」
の
具
体
化
を
明
記
し
、
平

成　

年　

月
に
は
、「
日
進
市
市

２４

１０

民
参
加
及
び
市
民
自
治
活
動
条

例
」
を
施
行
し
、
市
民
参
加
手

続
き
を
実
施
す
る
対
象
事
項
を

定
め
、
各
種
事
業
の
市
民
参
加

の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

本
市
と
同
様
に
、
施
設
の
老

朽
化
や
重
複
、
財
政
面
の
負
担

な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、

平
成　

年
度
か
ら
取
り
組
み
を

２３

ス
タ
ー
ト
し
、
平
成　

年
度
に

２５

今
後
５
年
間
に
着
手
す
る
８
つ

の
再
配
置
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

「
実
施
計
画
」
を
市
民
と
対
話

を
重
ね
て
策
定
し
て
い
る
。

◆
各
視
察
事
項
は
、
本
市
の
重

要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
今
後
の

災
害
対
策
や
公
共
施
設
設
置
の

あ
り
方
、
ま
た
自
治
基
本
条
例

の
策
定
と
市
民
協
働
の
あ
り
方

の
検
討
に
生
か
し
た
い
。

 
委
員
会
の
調
査
研
究 

活
動
日　
　

月　

日

１０

２７

●
平
成　

年
８
月
豪
雨
災
害
以

２６

降
の
防
災
対
策
の
進
捗
状
況

活
動
日　
　

月　

日

１１

１６

●
「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
」
事
業

の
民
営
化
に
伴
う
民
間
事
業
者

選
定
結
果

 
先
進
地
行
政
視
察 

視
察
日　
　

月　

日
〜　

日

１１

１０

１２

　

地
域
づ
く
り
を
担
う
体
制
と

し
て
地
域
振
興
会
が
市
内　

地
１３

区
す
べ
て
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。

地
域
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ

れ
る
企
画
も
豊
富
で
あ
っ
た
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
方
式
で
成
功
し

た
全
国
で
も
数
少
な
い
事
業
で

あ
り
、
下
水
道
浄
化
施
設
と
バ

イ
オ
マ
ス
利
活
用
施
設
を
併
せ

持
っ
た
施
設
で
あ
る
。

　

化
石
燃
料
を
使
用
し
て
い
な

い
た
め
、
年
間
約
千
ト
ン
の
二

酸
化
炭
素
の
削
減
効
果
が
あ
る
。 　

一
定
水
準
以
上
の
サ
ー
ビ
ス

レ
ベ
ル
の
公
共
交
通
を
串
に
み

た
て
、
結
ば
れ
た
徒
歩
圏
内
に

居
住
地
、
商
業
地
な
ど
の
機
能

を
集
約
し
た
拠
点
集
中
型
の
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。
周
辺
部
は
、
採
算

性
よ
り
住
民
に
と
っ
て
必
要
な

公
共
交
通
を
確
保
し
て
い
る
。

　

市
税
収
入
の
１
％
を
財
源
に

し
た
少
額
補
助
事
業
で
あ
っ
た
。

地
域
の
活
性
化
、
特
色
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
、
市
民
自

ら
考
え
、
共
に
行
動
す
る
点
は

参
考
に
な
っ
た
。

 
委
員
会
の
調
査
研
究 

活
動
日　
　

月　

日

１０

２８

●
大
江
支
所
管
内
視
察

・
鬼
瓦
工
房
・
日
本
の
鬼
の
交

流
博
物
館

・
毛
原
棚
田
地
区

・
あ
し
ぎ
ぬ
の
里
、
大
雲
塾
舎
、

鬼
力
亭
な
ど

総
務
防
災
委
員
会

総
務
防
災
委
員
会

総
務
防
災
委
員
会

市
民
地
域
委
員
会

市
民
地
域
委
員
会

市
民
地
域
委
員
会

三
重
県
紀
宝
町

●
水
害
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

富
山
県
富
山
市

●
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
コ

　

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

　

等
運
行
事
業

告

委
員
会
活
動
報

災
害
対
策
、自
治
基
本
条
例
及
び
公
共
施
設
再
配
置

災
害
対
策
、自
治
基
本
条
例
及
び
公
共
施
設
再
配
置

に
つ
い
て
先
進
地
を
行
政
視
察

に
つ
い
て
先
進
地
を
行
政
視
察

地
域
お
こ
し
、公
共
交
通
、バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
先
進

地
域
お
こ
し
、公
共
交
通
、バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
先
進

地
を
行
政
視
察

地
を
行
政
視
察

愛
知
県
日
進
市

●
自
治
基
本
条
例

愛
知
県
西
尾
市

●
公
共
施
設
再
配
置
計
画

三重県紀宝町の説明

富
山
県
小
矢
部
市

●
お
や
べ
型
１
％

　

ま
ち
づ
く
り
事
業

富
山
県
魚
津
市

●
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

富
山
県
黒
部
市

●
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業

黒部市の施設見学

小矢部市の説明
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先
進
地
行
政
視
察 

視
察
日　
　

月
９
日
〜　

日

１１

１１

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
あ
り
方
を
学
ぶ

　

寝
た
き
り
の
患
者
が
多
い
こ

と
か
ら
昭
和　

年
に
病
院
の
訪

４９

問
看
護
、
昭
和　

年
に
は
訪
問

５６

リ
ハ
ビ
リ
が
開
始
さ
れ
た
。

病
院
内
に

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
併
設

　

昭
和　

年
医
療
と
行
政
部
の

５９

保
健
、
福
祉
の
連
携
の
た
め
に

機
構
改
革
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

時
間
ケ
ア
体
制
の
整
備

２４
　

平
成
元
年
に
は
老
人
福
祉
施

設
を
開
設
。
こ
の
時
期
に
す
で

に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
を

取
り
入
れ
、
早
朝
ケ
ア
や
ナ
イ

ト
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
実
践
が

始
ま
っ
て
い
る
。

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を

新
築
移
転

　

平
成
９
年
、
病
院
敷
地
内
に

移
転
し
て
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
改
称
し
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
、
社
会
福
祉
協
議
会
も
同

建
物
に
移
転
。

介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト

　

平
成　

年
、
円
滑
な
ス
タ
ー

１２

ト
。
県
立
特
養
ホ
ー
ム
、
老
人

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
が 
御  
調 
町

み 
つ
ぎ

に
移
管
さ
れ
、
病
院
付
属
施
設

と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
介
護
保
険
制
度
の
も

と
で
新
た
な
地
域
包
括
シ
ス
テ

ム
を
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
で
も
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
確
立
に
向
け
努
力
が

続
け
ら
れ
て
い
る
。
委
員
会
と

し
て
政
策
提
言
に
大
変
参
考
に

な
る
研
修
だ
っ
た
。

　

併
せ
て
、
尾
道
市
立
病
院
の

地
域
医
療
の
取
り
組
み
も
視
察

し
た
。

　

他
に
、
岡
山
県
新
見
市
の
公

立
大
学
内
に
子
育
て
広
場
を
開

設
し
た
取
り
組
み
、
広
島
県
三

原
市
の
小
中
学
校
統
廃
合
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
視
察
し
た
。

 
委
員
会
の
調
査
研
究 

活
動
日　
　

月　

日

１１

１６

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営

状
況
を
視
察

●
市
民
病
院
香
川
病
院
長
の
講

演
を
聴
講
。
「
大
江
分
院
に

お
い
て
地
域
医
療
充
実
の
取

り
組
み
を
進
め
る
と
同
時
に
、

総
合
診
療
医
を
育
て
る
拠
点

に
位
置
づ
け
た
い
」
と
い
う

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

伺
っ
た
。

 
先
進
地
行
政
視
察 

視
察
日　
　

月　

日
〜　

日

１０

２８

３０

　

下
呂
市
も
中
山
間
地
で
本
市

と
類
似
し
て
お
り
、
農
業
担
い

手
の
確
保
の
面
で
共
通
の
課
題

が
あ
る
。
新
規
就
農
の
た
め
に
、

相
談
か
ら
就
農
に
至
る
ま
で
の

研
修
な
ど
、
一
貫
し
た
支
援
策

を
講
じ
て
い
る
。

　

地
場
産
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

糸
魚
川
市
で
は
組
織
を
立
ち
上

げ
、
大
都
市
圏
へ
の
積
極
的
な

展
開
を
図
っ
て
い
る
。
福
知
山

市
で
も
、
丹
波
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ

Ｒ
や
６
次
産
業
化
に
よ
る
販
路

の
拡
大
が
望
ま
れ
る
。

　

射
水
市
で
は
平
成　

年
度
か

２３

ら
空
き
家
対
策
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。福
知
山
市
で
は
、年
々

空
き
家
が
増
加
し
て
い
く
中
、

早
急
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

 
委
員
会
の
調
査
研
究 

活
動
日　
　

月　

日

１１

２７

　

中
丹
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
が

稼
動
し
て
３
カ
月
。
現
在
の
稼

働
状
況
や
課
題
な
ど
現
地
で
説

明
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
同
施

設
内
の
研
修
室
に
て
、
出
張
委

員
会
を
開
催
し
、
有
害
鳥
獣
対

策
な
ど
に
関
す
る
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

 
要
望
活
動 

活
動
日　
　

月
２
日

１２

　

有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化
に
関

す
る
要
望
書
を
京
都
府
へ
提
出
。

地
域
の
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、

有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
の
強
化
や

中
丹
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
の
運

営
に
対
す
る
財
政
支
援
な
ど
を

要
望
し
た
。

教
育
厚
生
委
員
会

教
育
厚
生
委
員
会

教
育
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
発
生
の
病
院

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
発
生
の
病
院

公
立
み
つ
ぎ
病
院
を
視
察

公
立
み
つ
ぎ
病
院
を
視
察

有
害
鳥
獣
処
理
施
設
を
視
察
、京
都
府
に
対
策

有
害
鳥
獣
処
理
施
設
を
視
察
、京
都
府
に
対
策

の
強
化
を
要
望

の
強
化
を
要
望

広
島
県
尾
道
市

●
公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院

岐
阜
県
下
呂
市

●
来
た
れ
！
農
業
人

　
　
　
　

就
農
支
援
事
業

新
潟
県
糸
魚
川
市

●
糸
魚
川
な
り
わ
い

　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

有
害
鳥
獣
処
理
施
設
を
視
察

富
山
県
射
水
市

●
空
き
家
対
策
事
業

有
害
鳥
獣
対
策
に
関
す
る
要
望

新潟県糸魚川市での研修

公立みつぎ病院での研修

京都府へ要望書を提出
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今
回
の
議
会
報
告
会
は
ひ
ざ
を

交
え
る
イ
メ
ー
ジ
で
、
市
民
の
声

を
し
っ
か
り
聴
き
市
政
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
初
め
て
座
談

会
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

　

福
知
山
市
連
合
婦
人
会

　

最
初
に
市
議
会
側
か
ら
議
会
の

仕
組
み
や
各
常
任
委
員
会
の
研
究

内
容
を
説
明
し
、
引
き
続
き
婦
人

会
の
活
動
内
容
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
事
前
の
質
問
に
対

し
て
回
答
し
た
後
、
自
由
な
テ
ー

マ
で
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。
十
分
な
発
言
時

間
が
と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
地

域
に
は
女
性
が
大
事
、
女
性
の
活

動
に
協
力
し
て
ほ
し
い
。
市
議
会

で
の
研
究
や
活
動
と
い
わ
れ
る
が

内
容
が
見
え
て
こ
な
い
。」な
ど
多

く
の
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

福
知
山
商
工
会
議
所
青
年
部

　

市
議
会
、
商
工
会
議
所
青
年
部

が
お
互
い
に
活
動
内
容
を
説
明
し

た
後
、「
元
気
だ
す
地
域
お
こ
し
」

な
ど
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
４
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。

　

「
市
内
に
は
素
晴
ら
し
い
場
所

や
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
の
に
、
広
報

が
弱
い
と
感
じ
る
。
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

す
べ
き
」
と
の
貴
重
な
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

今
回
の
多
く
の
貴
重
な
意
見

を
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
と
と

も
に
、
さ
ら
に
充
実
し
た
議
会
報

告
会
に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

「座談会」（対話集会） 　　議会報告会 　　議会報告会 　　議会報告会 
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﹇　

月
﹈

１１
２
日　

各
派
幹
事
会
、
広
報
広
聴
委
員
会

４
日　

第
２
回
京
都
府
市
議
会
議
長
会
、
岡

山
県
美
作
市
議
会
行
政
視
察

５
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
議
員
報
酬
等
検

討
委
員
会
意
見
交
換
会
、
福
岡
県
岡

垣
町
議
会
行
政
視
察

６
日　

各
派
幹
事
会
、
議
会
改
革
検
討
会
議
、

予
算
決
算
審
査
委
員
会
代
表
者
会
議

９
〜　

日　

教
育
厚
生
委
員
会
行
政
視
察

１１

　

〜　

日　

市
民
地
域
委
員
会
行
政
視
察

１０

１２

　

日　

大
阪
府
能
勢
町
議
会
行
政
視
察

１２
　

日　

議
員
研
修
会
、
総
務
防
災
委
員
会
、

１６

教
育
厚
生
委
員
会
管
内
視
察

　

日　

議
会
報
告
会
、
産
業
建
設
委
員
会

１７
　

日　

長
崎
県
島
原
市
、
兵
庫
県
養
父
市
議

１８

会
行
政
視
察

　

日　

福
岡
県
み
や
ま
市
議
会
行
政
視
察

１９
　

日　

行
政
視
察
研
修
報
告
会
、
各
派
幹
事
会
、

２４

全
議
員
協
議
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
４

年
制
大
学
の
あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会
、

予
算
決
算
審
査
委
員
会
代
表
者
会
議

　

日　

由
良
川
改
修
促
進
特
別
委
員
会
管
外

２５

視
察
、
４
年
制
大
学
の
あ
り
方
検
討

特
別
委
員
会

　

日　

市
民
地
域
・
教
育
厚
生
委
員
会
、
産

２７

業
建
設
委
員
会
管
内
視
察
、
出
張
委

員
会

　

日　

議
会
改
革
検
討
会
議
、
議
員
報
酬
等

３０

検
討
委
員
会

﹇　

月
﹈

１２
１
日　
　

月
定
例
会
本
会
議
、
全
議
員
協
議

１２会
、
各
派
幹
事
会

２
日　

産
業
建
設
委
員
会
要
望

３
日　

広
報
広
聴
委
員
会

　

日　
　

月
定
例
会
本
会
議
、
各
派
幹
事
会
、

１０

１２

　
　
　

予
算
・
決
算
審
査
委
員
会
代
表
者
会
議

　

日　
　

月
定
例
会
本
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会

１１

１２

　

日　
　

月
定
例
会
本
会
議
、
各
派
幹
事
会

１４

１２

　

日　

予
算
審
査
委
員
会
、
各
所
管
別
委
員
会

１５
　

日　

各
所
管
別
委
員
会

１６
　

日　

議
員
報
酬
等
検
討
委
員
会

１７
　

日　

予
算
審
査
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員

２１

会
、
委
員
長
会
議
、
予
算
決
算
審
査

委
員
会
代
表
者
会
議

　

日　

総
務
防
災
委
員
会
、
４
年
制
大
学
の

２２

あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会

　

日　
　

月
定
例
会
本
会
議
、
全
議
員
協
議

２４

１２会
、
各
派
幹
事
会

﹇
１
月
﹈

６
日　

広
報
広
聴
委
員
会

７
日　

市
民
地
域
委
員
会

　

日　

全
議
員
協
議
会

１２
　

日　

広
報
広
聴
委
員
会

１３
　

日　

長
野
県
上
田
市
議
会
行
政
視
察

１５
　

日　

市
総
合
計
画
「
未
来
創
造　

福
知
山
」

２０

審
査
特
別
委
員
会
、
予
算
決
算
審
査

委
員
会
代
表
者
会
議

　

日　

市
総
合
計
画
「
未
来
創
造　

福
知
山
」

２１

審
査
特
別
委
員
会
、
各
派
幹
事
会

　

日　

市
民
地
域
委
員
会
、
出
張
委
員
会

２２
　

日　

議
会
運
営
委
員
会
、
４
年
制
大
学
の

２５

あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会

　

日　

教
育
厚
生
委
員
会

２６
　

日　

石
川
県
能
美
市
議
会
行
政
視
察
来
市

２９

１１
月
〜
１
月
 

議
会
日
誌

議
会
日
誌 

議
会
日
誌

議
会
日
誌 

議
会
日
誌 

　

市
議
会
で
は
、
初
め
て
の
取
り

組
み
と
し
て
、
市
民
や
市
職
員
を

対
象
に
、
各
委
員
会
の
行
政
視
察

研
修
の
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
議
会
の
情

報
公
開
を
進
め
、
よ
り
市
民
に
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、

行
政
視
察
の
成
果
を
政
策
提
言
な

ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

報
告
会
の
様
子
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
委
員
会
等
の

録
画
配
信
」
か
ら
視
聴
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、会
派
の
行
政
視
察（
政

務
活
動
費
）
の
報
告
会
を
実
施
す

る
な
ど
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

月　

日
に
各
委
員
会

１１

２４

「
行
政
視
察
研
修
報
告

会
」
を
実
施

４７名が参加（議員を含む）

３月定例会の予定（３５日間） 

２月２５日(木)　本会議〔提案理由説明〕 

２月２９日(月)　本会議〔質疑〕 

３月 ４日(金)　本会議〔質疑、代表質問〕 

７日(月)　本会議〔質疑、代表質問〕 

２９日(火)　本会議〔採決〕 

３０日(水)　（ 会 期 ） 

※この議事予定は、今後変更になる場合があ
ります。また、この他に、各委員会や全議員
協議会などの会議を随時開催します。 
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女
性
の
目
線
と
や
さ
し
さ
で
精
力
的
に
防
犯
活
動
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
「
平
安
レ
デ
ィ
ー
ス
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

議員訪問インタビュー 
■今回の訪問議員：野田　勝康 ・吉見　茂久 

No.18

　

今
回
は
、
福
知
山
防
犯
推

進
委
員
協
議
会
に
所
属
す
る

女
性
委
員
の
有
志
に
よ
り
結

成
さ
れ
た
福
知
山
平
安
レ
デ

ィ
ー
ス
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

ま
し
た
。

　

平
安
レ
デ
ィ
ー
ス
は
平
成

８
年
に
結
成
さ
れ
、
福
知
山

警
察
と
連
携
し
な
が
ら
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、
女
性
の
目
、
母
親

の
目
か
ら
見
た
防
犯
対
策
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
人
形
劇
の
防

犯
教
室

　

結
成
当
初
は
子
ど
も
、
女

性
、
高
齢
者
を
対
象
に
防
犯

チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
啓
発
活

動
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

を
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年
ご
ろ
、
子
ど
も

１０

た
ち
が
犠
牲
に
な
る
犯
罪
が

全
国
的
に
多
発
し
ま
し
た
。

ど
う
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
犯

罪
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
で
何
度

も
協
議
を
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
て
考
え
ら
れ
た
の
が

人
形
劇
よ
る
防
犯
教
室
を
行

う
こ
と
で
し
た
。

　

脚
本
や
着
ぐ
る
み
な
ど
の

舞
台
道
具
は
す
べ
て
手
作
り

で
す
。
約　

分
の
脚
本
に
６

１５

つ
の
約
束
（
一
人
で
遊
ば
な

い
・
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い

て
行
か
な
い
・
誰
と
、
ど
こ

で
遊
ぶ
か
を
話
し
ま
す
・
大

き
な
声
で
助
け
を
呼
び
ま
す

・
お
と
な
の
人
に
、す
ぐ
知
ら

せ
ま
す
・
子
ど
も
１
１
０
番

の
家
に
助
け
を
呼
び
ま
す
）

を
取
り
入
れ
て
、
本
番
で
は

子
ど
も
た
ち
が
約
束
を
イ
ン

プ
ッ
ト
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
一
緒
に
な
っ
て
声
を
出
し

て
唱
和
さ
れ
ま
す
。

　

人
形
劇
を
始
め
ら
れ
て
か

ら
今
年
で　

年
目
、
年
間
で

１６

平
均　

〜　

カ
所
の
幼
稚
園
、

１０

１５

保
育
園
で
防
犯
教
室
を
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
２６

に
は
子
ど
も
た
ち
の
防
犯
意

識
の
醸
成
に
大
き
く
寄
与
さ

れ
た
と
し
て
、
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

詐
欺
に
対
す
る
啓
発
活
動

　

平
成　

年
４
月
か
ら
詐
欺

２７

の
犯
罪
か
ら
高
齢
者
を
守
る

た
め
地
域
の
公
民
館
で
開
催

さ
れ
る
老
人
会
や
生
き
生
き

サ
ロ
ン
に
出
向
き
、
寸
劇
を

通
し
て
の
啓
発
を
新
た
に
始

め
ら
れ
ま
し
た
。
警
察
が
受

付
け
窓
口
と
な
り
、
老
人
会

や
自
治
会
か
ら
毎
月
、
依
頼

が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
金
融
機
関
で

振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
訓

練
や
毎
回
の
年
金
支
給
日
に

は
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど

の
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

課
題
と
し
て

　

現
在
、　

名
の
メ
ン
バ
ー

１８

の
皆
さ
ん
で
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。
仕
事
や
家
庭
の
こ
と

な
ど
多
忙
な
中
で
の
活
動
の

た
め
防
犯
教
室
の
予
定
が
入

る
た
び
に
毎
回
、
何
と
か
人

数
を
確
保
し
て
い
る
状
況
で
、

新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
募
っ
て

い
ま
す
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
の
抱
負
は

　

平
安
レ
デ
ィ
ー
ス
代
表
の

中
井
さ
ん
は
語
ら
れ
ま
す
。

「
家
族
の
支
え
で
活
動
が
で

き
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

や
高
齢
者
の
皆
さ
ん
か
ら
毎

回
、
大
変
な
反
響
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
そ
こ
に
喜
び
を

感
じ
ま
す
。
今
後
も
安
心
・

安
全
の
た
め
、
そ
の
お
役
に

立
ち
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
」　

福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る
人

に
、
取
材
先
を
募
集
し
、

議
員
が
訪
問
し
ま
す
。

清
水
寺
の
貫
主
に
よ
り
特
大

の
和
紙
に
書
き
あ
げ
ら
れ
た

昨
年
を
表
す
一
字
「
安
」
。

　

国
の
安
全
保
障
を
め
ぐ
り

国
論
を
二
分
し
た
ほ
か
、
続

発
し
た
テ
ロ
、
異
常
気
象
に

よ
る
災
害
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

く
い
打
ち
デ
ー
タ
流
用
な
ど
、

「
安
心
・
安
全
」
が
改
め
て

問
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
知
山
市
で
は
、
昨
年
こ

そ
大
災
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
一
昨
年
の
豪
雨
災

害
の
復
興
も
ま
だ
ま
だ
時
間

が
か
か
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
市
民
の
声
を

し
っ
か
り
聴
き
、
多
く
の
課

題
に
審
議
を
重
ね
、
「
安
心
、

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
向

け
鋭
意
努
力
す
る
覚
悟
で
す
。

　

今
年
は
、
福
知
山
公
立
大

学
が
開
設
さ
れ
「
教
育
の
ま

ち
福
知
山
」
の
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
さ
て
、

今
年
の
漢
字
は
何
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　
（
広
報
広
聴
委
員
会
）

金融機関前での
啓発活動

保育園で園児たちへの防犯教室

老人会で被害防止のため寸劇を実施


